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職業・環境アレルギー誌　18（1）2010

第41 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

第57 回日本産業衛生学会　アレルギー・免疫毒性研究会

合同大会の開催にあたって

この度、第41 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会、第57 回日本産業衛生学会　ア

レルギー・免疫毒性研究会　合同大会を、2010 年７月16 日（金）～17 日（二L）の２日間、群馬

県高崎市高崎ビューホテルにて開催させていただきます。

日本職業・環境アレ ルギー学会は、1970 年に当時の群馬大学医学部第一内科教授七条小次郎先

生のもとで､群馬県水上町で職業アレルギー研究会として発足して以来､今年で40 年目となります。

このような節目の年に会長を拝命いたしましたことは、大変光栄に存じます。この間1993 年には、

日本職業アレルギー学会へと発展し、さらには、最近の環境問題への関心の高まりから2002 年には、

日本職業・環境アレルギー学会と改名し、職業のみならず環境アレルギー分野でも研究領域を拡大

し、社会に大きく貢献して参りました。また、日本産業衛生学会　アレルギー・免疫毒性研究会よ

り合同大会として開催することも仰せつかりました。このため、今回の学会を職業および環境アレ

ルギーにつき疫学・基礎・臨床の多方面から検討する場にしたいと考えております。

第41 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会としては、環境のアレルギー疾患への影

響につき、掲協医科大学の石井芳樹先生、国立病院機構相模原病院臨床研究センターの西岡謙二先

生、埼玉医科大学の永田真先生に、また、最近注目される黄砂のアレルギー増悪作用につき、大分

県立看護科学大学の市瀬孝道先生にご講演をお願いいたしました。シンポジウムでは、本分野で大

きな社会的貢献が期待され、本学会の懸案でもある職業性アレルギー疾患ガイドラインの作成につ

き、各分野のシンポジストとともに実現に向けて議論を深めたいと思っております。一般演題にお

きましても、各分野より多くの興味深い演題を応募いただいており、活発な討論が期待されます。

第57 回日本産業衛生学会　 アレルギー・免疫毒性研究会では、基調講演で情動ストレスと脳機

能統御につき、大阪体育大学の森本兼異先生にご講演いただき、さらに、環境の免疫に与える影響、

化学物質の構造と過敏性との関係、群馬県の小児アレルギー疾患の疫学について、それぞれ、日本

医科大学の李卿先生、株式会社インシリコデータの湯田浩太郎先生、群馬大学の小山洋先生にご講

演をお願いしております。

今回は、会場を交通の便のよい高崎に取りました。７月という暑い時期でございますが、群馬の

地に是非お越しください。スタッフ一同心よりお待ち申し上げております。

最後に、本学術大会の趣旨をご理解いただき、多大なご支援をいただいた関係者各位の皆様に、

心から感謝申し上げます。

第41 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

第57 回日本産業衛生学会アレルギー・免疫毒性研究会

合同大会　会長　土橋　邦生

－１－
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お知らせとお願い

【参加者の皆様へ】

1. 受付は、２日間共に学会会場入り口（高崎ビューホテル3階あかぎＩ前）で下記の時間に行いま

す。受付で手続きの上、会場内では常に名札をつけてください。

7月16日（金）　　9 時00 分～18 時00分

7月17 日（土）　　8 時30 分～17 時10分

2. 参加費は一般8,000円、学生2,000円（当日学生証を提示）、懇親会費2,000円、抄録集1,000円で

す。

3. 日本職業・環境アレルギー学会は、日本アレルギー学会認定専門医（発表3単位、参加4単位）

が認められています。

その他の単位取得

★◆シンポジウム、教育講演1、基調講演、特別講演2、教育講演2

★教育講演3

7月16 日（金） ★日本医師会生涯教育講座

◆日本医師会認定産業医研修（生涯・専門）

2単位

2単位

7月17 日（土） ★日本医師会生涯教育講座

◆日本医師会認定産業医研修（生涯・専門）

5単位

4単位

関連学会 発表者 出席者

日本臨床免疫学会

日本小児アレルギー学会

日本リウマチ学会

日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会

日本職業二環境アレルギー学会

日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会

日本耳鼻咽喉科学会

日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会

日本臨床眼科学会

日韓アレルギーシンポジウム

American Academy of AIlergy Annual Meeting European Academy of

AIlergy Meetin9

日本呼吸器学会

３

以下同じ

４

以下同じ

－ ２－



【シンポジウムの演者の皆様へ】

シンポジウムの口演時間は約20分です。
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【一般演題口演者の皆様へ】

一般演題の口演時間は、発表8分、討論4分です。時間厳守でお願いいたします。

◆プレゼンテーションについて

口演発表はパソコンによるプレゼンテーションのみといたします。

【会場に用意 するＰＣ お よびアプ リケ ーション】

・講演会場 にはＷｉｎｄｏｗs ＸＰお よびＷｉｎｄｏｗs ViｓtａのＰＣのみをご用 意してお ります。

・Ｗｉｎｄｏｗs7をご利用の方は各自ＰＣをお持込みください。

・発表データはＭｉｃｒｏsoft Ｐｏｗｅｒ Ｐｏｉｎt 2003、2007 で作成して くだ さい。

【文字 フォント】

Poｗｅｒ Pointに設定されてい る標準的なフォントをご 使用 ください。

＜推奨 フォント＞

日本語 の場合 ：ＭＳゴ シッ ク、MSP ゴ シック、MS 明朝、ＭＳＰ明 朝

英 語 の 場 合: Ａｒial、Ｃｅｎtｕｒｙ Ｇｏthic、Ｔｉｍｅｓ Ｎｅｗ Ｒｏｍａｎ

【Ｍａｃｉｎtｏｓh をご使用 の場合】

Ｗｉｎｄｏｗｓ版に変換してデー タをお 持ちいただ くか、Ｍａｃｉｎtｏsh本体をお持込くだ さい。 本体持 込

の際は、外部モニ ター接 続端子（Ｍｉｎｉ Ｄ-sｕb15ピ ン）をご確認 のうえ、変換コネ クタを必要とする

場合は必ずご持参ください。 また、ＡＣアダプ ターも必ずご持参 ください。

※スクリーンセーバーや省電力モ ードをＯＦＦに設定して ください。

【発表データについて】

・お持ち込みいただけるメデイアはＵＳＢメモリーのみとさせていただきます。

・発表時間の30 分前までに講演会場PC 受付（高崎ビユーホテルあかぎＩの同前）まで発表データ

をご持参ください。

・必ずバックアップ用のデータをお持ちください。

・事務局で用意したＰＣ内にコピーした発表データにつきましては、発表終了後、学会事務局で責

任を持って削除いたします。

－ ３－
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【動画データを使用の場合】

Ｗｉｎｄｏｗs Media Plaｙｅｒで再生可能であるものに限定いたします。容量の大きい（30MB 以上）

ＡＶＩ形式の動画データは進行を円滑に進めるため、受付できません。 ＭＰＥＧ２はコーデック（圧縮

形式）によって再生できない場合があ りますので、ご注意くださいｏ

【発表時の注意】

・音声の再生はできます。

・発表の際は演台に設置してありますモニター・マウス・キーボードを使用して、演者ご本人によ

り操作してください。

・次座長、次演者の先生は担当セッションの開始15 分前までに会場前方左右の席にお着きくださ

し稲

－ ４－



至 東京
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【第41 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

第57 回日本産業衛生学会アレルギー・免疫毒性研究会合同大会に参加される皆様へ】

1. 会場について

第41回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会　第57回日本産業衛生学会アレルギー・免

疫毒性研究会合同大会は、群馬県高崎市柳川町70の高崎ビューホテルで開催します。

受付：高崎ビューホテル3F　 あかぎＩの間の前

受付開始時間:7 月16日（金）9時00分より、7月17日（上）8時30分より
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高崎市役所

０ 250 ｍ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 高崎駅からの徒歩ルート

高崎IC

藤岡ＪＣＴ→関越自動 車道　 高崎lC

高崎ＪＣＴ→関越自動車道　 高崎IC

佐野藤岡ＪＣＴ→国道50 号→ 太田IＣ

－ ６－

←

車両一方通行

北関東自動車道　高崎ＪＣＴ→

→関越自動車道　高崎lＣ

-

◆電車で　JR上野駅より特急で約1時間20分、高崎駅下車。

JR東京駅より上越・長野行き新幹線で約50分、高崎駅下車。

高崎駅西口より徒歩で約15分、タクシーで5分。

群馬バス「安中」「松井田」「箕郷」「室田」行　他。バス停「本町二丁目」下車

徒歩約4分。

◆車で　　関越自動車道

上信越自動車道

北関東自動車道

東北自動車道

高崎IC より県道27号（駒形線）を高崎・安中方面へ約15 分。

（高崎ビューホテル　駐車場　収容台数200台　駐車サービス券発行）
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2｡ 第41 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

第57 回日本産業衛生学会アレルギー・免疫毒性研究会合同大会の参加費について

参加費は一般8,000円　学生2,000円（学生証を提示）　懇親会費2,000円　抄録集1,000円です。

受付にて領収書兼参加証（ネームプレート）をお受けとりください。

ネームプレートにはご芳名，ご所属をご記入の上，ご着用をお願いいたします。

3｡ 日本職業・環境アレルギー学会への入会・年会費の支払いについて

当日、会場に日本職業・環境アレルギー学会事務局を設けますので

本学会に入会をご希望される方は、入会申込書の提出と、会費5,000円をお支払い下さい。

領収書を発行いたします。

会員の年会費5,000円の支払いも領収書を発行いたします。
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学会事務局：群馬大学　医学部　保健学科内

日本職業・環境アレルギー学会事務局

〒371-8514　 群馬県前橋市昭和町3-3卜１５

ＴＥＬ/FAX　027-220-8944

URL http://ｏｅａ.ｕｍｉｎ.jp

4｡ 情報交換会ならびに懇親会について

第１日目終了後、9F スカイバンケット「ポム・ドール」で情報交換ならびに懇親の場を設けさ

せていただきます。

5. クローク

ホテルクロークをご利用くださいＯ

－ ８－
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第41回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

第57回日本産業衛生学会アレルギー・免疫毒性研究会

合同大会及び関連行事

第41 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

第57 回日本産業衛生学会アレルギー・免疫毒性研究会合同大会

会　期：平成22 年７月16 日（金）・17日（土）

会　場：高崎ビューホテル

［住所］群馬県高崎市柳川町70

［電話］027-322-1111

【編集委員会】

日時:2010 年7月16日（金）9:30 ～10 : 00

会場：高崎ビューホテル　3F　ほたか

【理事・幹事会】

日時:2010 年7月16日（金）10

会場：高崎ビューホテル　3Ｆ

00～10 : 30

ほたか

【総会・評議員会】

日時:2010 年7月16日（金）13 : 00～13 : 30

会場：高崎ビューホテル　3F　 あかぎＩ

【学術大会】

日時:2010 年7月16日（金）9:00 ～18 : 00

2010年7月17日（土）8:30 ～17 : 10

会場：高崎ビューホテル　3F　 あかぎＩ

【情報交換懇親会】

日時:2010 年7月16日（金）18 : 00～

会場：高崎ビューホテル　9F　 スカイバンケット「ポム・ドール」

【アレルギー・免疫毒性研究会役員会】

日時:2010 年7月17日（土）9:00 ～9:30

会場：高崎ビューホテル　3F　ほたか

－ ９－
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日　 程　 表

時間 第一日目　７月16 日（金） 時間 第二日目　７月17 日（土）

9:30

10 : 00

10 : 30

11 : 00

12 : 00

13 : 00

13 : 30

14 : 20

15 : 20

18 : 00

編集委員会

理事・幹事会

会長講演

｢環境と喘息｣

土橋　邦生(群馬大学医学部保健学科)

一般演題【第１セッション】

ランチョンセミナー１

｢環境アレルゲンとOne Airway one Disease｣

永田　　真

(埼玉医科大学呼吸器内科・

埼玉医科大学アレルギーセンター)

総会・評議員会

一般演題【第２セッション】

特別講演１

｢環境因子からみた気管支喘息の病態と

治療 一樹状細胞の役割を中心に-｣

石井　芳樹

(濁協医科大学呼吸器･ アレルギー内科)

シンポジウム

【職業性アレルギー疾患

ガイドラインの作成の試み】

1.石塚　　全

｢職業性喘息｣

2.宇佐神　篤

｢職業性アレルギー性鼻炎｣

3.松倉　節子

｢ 職業性皮膚疾患：

特に職業性皮膚炎を中心に｣

4.佐藤　一博

｢感作性物質(ｲﾋ学物質)の新分類基準｣

懇親会・情報交換会

9:00

9:30

10 : 20

11 : 10

12 : 10

13 : 10

14 : 10

15 : 10

16 : 10

アレルギー・免疫毒性研究会 役員会

一般演題【第３セッション】

一般演題【第４セッション】

教育講演１

｢環境アレルゲンとアレルギー疾患｣

西岡　謙二

(国立病院機構相模原病院

臨床研究センター)

ランチョンセミナー２

｢黄砂のアレルギー増悪作用｣

市瀬　孝道

(大分県立看護科学大学)

基調講演

｢ 情動ストレスと包括的脳機能統御

一音楽による反応機能一｣

森本　兼異( 大阪体育大学)

教育講演２

｢化学と医療におけるデータ解析の基

本と摘要事例(ｲﾋ 学物質構造と過敏

性の相関解析　QSAR)｣

湯田浩太郎( 株式会社インシリコデータ)

特別講演２

｢ 環境因子が生体の免疫機構に及ぼ

す影響－プラス影響とマイナス影響

の視点から－｣

李　　　 卿

旧 本医科大学衛生学公衆衛生学)

教育講演３

｢群馬県 における小児アレルギー性

疾患の疫学とその要因｣

小山　　洋

(群馬大学大学院医学系研究科社会

環境医療学講座公衆衛生学分野)

10 －

一 一



職業・環境アレルギー誌　18（1）2010

第41 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

第57 回日本産業衛生学会アレルギー・免疫毒性研究会

合同大会プログラム

第一日目　７月16 日（金）

座長：中滓　次夫（群馬大学名誉教授）

「環境と喘息」

土橋　邦生（群馬大学医学部保健学科）

座長：岩永　賢司（近畿大学医学部呼吸器・アレルギー内科）

1. 「家庭用超音波式加湿器による過敏性肺炎（加湿器肺）の一例」

○樋口　清一、入江　江美、石原　真一、小林　裕幸、荒井　泰道

（伊勢崎市民病院内科）

2｡｢ 総合アレルギー対策住宅入居者によるＣＤ４陽性Ｔ 細胞の変化｣

○新井　勝哉1)、井出　規文1)、牛木　和美1)、佐藤　友香1)、小河原はっ江1)

土橋　邦生1)、久田　剛志2)、清水　泰生2)、宇津木光克2)、原渫　 浩毅3)

石塚　　全21)、森　　昌朋2j

1)群馬大学大学院医学系研究科保健学専攻

2)群馬大学大学院、病態制御内科学呼吸器・アレルギー内科

3)ハラサワホーム株式会社

3｡ 「林業従事者を中心としたハチ刺傷の疫学調査」

○林　ゆめ子、平田　博国、杉山公美弥、福島　康次、福田

（褐協医科大学呼吸器・アレルギー内科）

－11 －
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職業・環境アレルギー誌　18（1）2010

4｡ 「美容石鹸定期使用中に生じたコムギ食品によるＦＤＥＩＡｎ症例」

○岸川　鐙子（国立病院機構福岡病院）

座長：足立　満（昭和大学医学部内科学講座呼吸器・アレルギー内科学）

「環境アレルゲンとＯｎｅ Ａｉｒｗａｙ Ｏｎｅ Ｄｉｓｅａsｅ」

永田　　真（埼玉医科大学呼吸器内科・埼玉医科大学アレルギーセンター）

座長：岸川　破子（国立病院機構福岡病院）

5｡｢ イチゴ花粉によるアトピー咳楸の１例｣

○渡迢　直人2. 1)、太田　真弓1)、相良　博典3)、福田

1)濁協医大呼吸器・アレルギー内科

2)ｌｍｍｕｎｏtheｒａｐｙ Ａsｉａ Ｃｅｎtｅｒ

3)褐協医大越谷病院呼吸器内科

健1 ）

(:万有製薬株 式会社)

6｡｢ ドーパミン作動薬の投与により胸水貯留を認めたパーキンソン病の一例｣

○岩永　賢司1)、内藤　映理1)、佐藤　隆司1)、佐野安希子1)、佐野　博幸1)

宮良　 高維1)、冨田　桂公1)、中島　宏和 ≒ 久米　 裕昭1)、東田　有智1)

田中佐也子2)

1)近畿大学医学部呼吸器・アレルギー内科

2)東大阪市立総合病院呼吸器科

7｡ 「マ ツタケによりアナフィラキシー症状を呈し、pｒick-tｏ-ｐｒick tｅst と

好塩基球ヒ スタミン遊 離試験 で陽性が確認 された １例」

○戸田　 貴子、山口　 正雄、 中瀬　 裕子、杉本　 直也、原　　 麻恵、

吉原　 久直、竹洋　 智 湖、 山村　 浩一、 鈴川　 真穂、倉持美知雄、

新井　 秀宜、中野　 純一、 長瀬　 洋之、 鈴木　 直仁、大田　　 健

（帝京大学医学部内科呼吸 器・アレルギー）

-

12
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8｡｢ フラボノイドの抗アレルギー活性およびＨＯ-１の発現誘導を決定する構造の探索｣

○松島充代子に)、高木　健三1へ森　　朱美3)、寺西　彩香3)、山本祐規子3)

川部　　勤1,2)

1)名古屋大学医学部保健学科

2)名古屋大学予防早期医療創成センター

3)名古屋大学大学院医学系研究科

特別講演1　　14:20 ～15 : 20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P.19

座長：福田　　健（褐協医科大学呼吸器・アレルギー内科）

「環境因子からみた気管支喘息の病態と治療 一樹状細胞の役割を中心にー」

石井　芳樹（濁協医科大学呼吸器・アレルギー内科）

（グラクソ・スミスクライン株式会社）

シンポジウム　　15 : 20 ～17 : 20

「職業性アレルギー疾患ガイドラインの作成の試み」

座長：大田　　健（帝京大学医学部　呼吸器・アレルギー内科）

土橋　邦生（群馬大学医学部保健学科）

1｡ 「職業性喘息」

石塚　　全（群馬大学大学院病態制御内科学呼吸器・アレルギー内科）

2｡ 「職業性アレルギー性鼻炎」

宇佐神　篤（東海花粉症研究所）

3｡｢ 職業性皮膚疾患：特に職業性皮膚炎を中心に｣

○松倉　 節子1)、池渾　善郎2)

l)横浜市立大学附属市民総合医療センター皮膚科

2)横浜市立大学大学院医学研究科環境免疫病態皮膚科学

4｡ 「感作性物質（化学物質）の新分類基準」

佐藤　一博（福井大学医学部環境保健学）

13 －
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第二日目　７月17 日（土）

一般演題【第３セッション】　9:30 ～10 : 20

座長：杉浦真理子（第一クリニック皮膚科・アレルギー科）

9｡ 「花粉症などの無い環境と社会は ？」

○鈴木　庄亮（ＮＰＯ国際エコヘルス研究会）

10ブ スギ・ヒノキ科花粉症患者に対する黄砂の影響｣

○三村　英也、岩田　義弘、伊藤　周史、揆井　一生、内藤　健晴

(藤田保健衛生大学医学部耳鼻咽喉科学教室)

11.「アロマテラピーによる皮膚障害」

○杉浦真理子、杉浦　啓二（第一クリニック皮膚科・アレルギー科）

12.｢ 調理師にみられたＯＡＳの４症例｣

○伊藤香世子1)、藤村　奈緒1)、松倉　節子2)、池洋　善郎1)

1)横浜市立大学医学部皮膚科

2)市民総合医療センター皮膚科

一般演題【第４セッション】　10 : 20 ～11 : 10

座長：須甲　松伸（東京芸術大学保健管理センター）

13.｢ 異なる臨床像を呈した亜鉛ヒュームによる急性肺障害の２例｣

○豊嶋　 幹生1)、千田　金吾2)、原田　 雅教2)、須田　隆文2)、妹川　 史朗2)

中村祐太郎2)、佐藤　雅樹1)

1)浜松労災病院呼吸器内科

2)浜松医科大学第二内科

-

14 －
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14｢ 肺内吸入金属と炎 症性蛋 白発現に関す るln-aiｒ ｍｉｃｒｏ-ＰＩＸＥ を用い た解析｣

○松崎　 晋一1)、清水　 泰生2) 、土橋　 邦生3)、長嶺　 竹明4)、及川　 将一5)

佐藤　 隆博6)、 大久保　 猛6)、芳賀　 潤二7)、石井　 保 行6)、 神谷　 富裕6)

荒川　 和夫6)、石塚　　 全1)、森　　 昌朋1)

1)群馬大学大学院病態制御内 科学呼吸器・アレルギー内科

2)上武呼吸器科内科病院

3)群馬大学医学部保健学科

4)群馬大学医学部保健学科21 世紀 ＣＯＥプ ログラ ム

5)独立行政法人放射線医学総合研究所

6)日本原子力研 究開発機構

7)株式会社神戸製鋼所

15.｢ 珪肺症例の制御性Ｔ 細胞のCD95 媒介アポトーシスに対する高感受性｣

○大槻　剛巳1)、林　　宏明1)、前田　　恵1)、熊谷　 直子1)、草加　勝康2)

浦上　更三3)、西村　 泰光1)

白II崎医科大学衛生学

2)草加病院

3)浦上医院

16.｢ トリブチルスズ経胎盤・経母乳曝露によるF1 ラット６週令時の胸腺リンパ球サブセットの変化｣

○角田　正史1)、池内龍太郎I)、峡戸　孝也1)、細川まゆ子1' 2)、菅谷ちえ美1)

工藤雄一朗I)、林　　宏一3)、小坂　忠司3)、竹内　裕紀4)、田代　朋子4)

相渾　好治1)

1)北里大学医学部衛生学公衆衛生学

2)順天堂大学医学部衛生学

3)残留農薬研究所

4)青山学院大学理工学部生命科学科

座長：秋山　一男（国立病院機構相模原病院）

「環境アレルゲンとアレルギー疾患」

西岡　謙二（国立病院機構相模原病院臨床研究センター）

15
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座長：内藤　健晴（藤田保健衛生大学耳鼻咽喉科）

「黄砂のアレルギー増悪作用」

市瀬　孝道（:大分県立看護科学大学）

座長：上田

(杏林製薬株式会社)

厚（ＮＰＯ東アジアヘルスプロモーションネットワークセンター）

「情動ストレスと包括的脳機能統御　一音楽による反応機能－」

森本　兼嚢（大阪体育大学）

座長 ：竹 下　 達也 （和 歌山県 立医科大学医学部公衆衛生学教室）

「化 学と医療におけるデータ解析の基本と摘要事 例（化学物質構造と過敏性の相関解析　 ＱＳＡＲ）」

湯 田浩太郎 （株式会社 インシリ コデ ータ）

座長：大槻　剛巳（川崎医科大学衛生学教室）

「環境因子が生体の免疫機構に及ぼす影響 －プラス影響とマイナス影響の視点から ー」

李　　　 卿（日本医科大学衛生学公衆衛生学）

座長：鈴木　庄亮（ＮＰＯ 国際エコヘルス研究所）

「群馬県における小児アレルギー性疾患の疫学とその要因」

小山　　洋（群馬大学大学院医学系研究科社会環境医療学講座公衆衛生学分野）

16 －



特 別 講 演

教 育 講 演

会 長 講 演

基 調 講 演

シンポジウム

ランチョンセミナー



非 講画］

職業・環境アレルギー誌　18（1）2010

環境因子からみた気管支喘息の病態と治療 一樹状細胞の役割を中心にー

○石井　芳樹

濁協医科大学呼吸器・アレルギー内科

気管支喘息をはじめとするアレ ルギー疾患は、遺伝要因と環境要因が大 きく関与し て発症

する多 因子疾患である。環境要因には、ダニ抗原など特異的抗原の慢性 的暴露のほかウィル

ス感染や大気汚染など免疫反応を修飾する因子が関与する。アレ ルギー疾患の発症は、 これ

らの要因によってTh1/Th2 バラ ンスがTh2 優位 にな るこ とが重 要であ り、Th1/Th2 の免

疫反応を決定付け制御しているのが樹状細胞である。樹状細胞は、抗原や様々な修飾因子 に

よってナイーブ Ｔ 細胞をTh1 に誘導するＤＣ１とTh2 に誘導する ＤＣ２に分化 する。 従っ て

環境要因によるアレルギー発症には樹状細胞が中心的に働いてい るものと考えら れる。これ

まで、ＤＣ１/ＤＣ２の分化は、さまざまな決定要因が報告されている。我々は、ヒト末梢 血単

球よりＧＭ-CSF あるい はIL-3 によってＤＣ１/ＤＣ２そ れぞ れの機能を持つ樹状 細胞を 分化 誘

導する系を確立した。通常、ヒ ト末梢血単球由来の樹状細胞 は、ＧＭ-ＣＳＦ とIL｡4 に よっ て

分化誘導される。 しかし、このＤＣ は、ナ イーブ Ｔ 細胞とｃｏ-ｃｕltｕrｅするとＩＦＮ- y を優 位

に産生するTh1 が誘導されるためＤＣ１と考え られる。一 方、単 球をIL-3 とIL-4 で培 養す

るとTh2 を誘導するＤＣ２が得られるｏ この結果から、ＤＣ１/ＤＣ２への偏向 は、ＧＭ-ＣＳＦ と

IL-3 のバランスで決定されることが明らかとなった。実際に、アトピ ー症例では、血中IL-3

濃度が非 アトピー症例 より増加しており、ＧＭ-ＣＳＦ に よって 誘導 されたＤＣ１のIL-12 産生

能が健常人に比較して有意に低下していた。これらの結果は、 アトピ ー症例では活性化リ ン

パ球やマ スト細胞からIL-3 産生か完進し、ＤＣ１/ＤＣ２のバラ ンスが ＤＣ２にシ フト している

ものと考えられた。本講演では、ダニなどの環境要因がアレルギー疾患発症にお ける樹状細

胞の機能にどのような影響を及ぼすかを中心 に自験成績をまじえ最新の知見を述べたい。

－19 －
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｢4極 講琳

環境因子が生体の免疫機構に及ぼす影響 －プラス影響とマイナス影響の視点からー

○李　　　卿

日本医科大学衛生学公衆衛生学

ヒトを取り巻く環境因子には、物理的因子（温度・湿度、騒音、振動及び放射線など）、

化学的因子（重金属、有機溶剤、農薬など）、生物学的因子（カビ、花粉など）及び心理・

社会・文化的因子（ストレス及びライフスタイルなど）がある。この中で生体の免疫機能に

悪影響を与える因子（環境・産業化学物質、ストレス等）もあるが、免疫機能にプラスの影

響を与える因子（森林環境、森林成分、良好なライフスタイル等）もある。予防医学の視点

からは、従来の「免疫毒性学」の視点のみならず、生体にプラスの影響を与える因子をも解

明する「環境免疫学」ヘシフトすることが極めて重要と思われる。

「環境免疫学」とは、作業・生活環境中に存在するあらゆる因子による生体免疫機能への

影響（プラス影響とマイナス影響）について研究する学問である。

環境因子による免疫機構へのマイナス影響としてまず環境化学物質による免疫毒性が挙げ

られる。環境化学物質の免疫毒性は、環境化学物質によるアレルギー（感作性）（喘息と皮

膚炎など）、環境化学物質による免疫抑制（農薬による免疫機構の抑制など）及び環境化学

物質による自己免疫疾患（じん肺など）に分類される。またストレス及び不良なライフスタ

イル（喫煙など）による免疫抑制もこの範躊に入る。

一方で最近環境因子による免疫機構へのプラス影響も重視されつつあり、特に森林環境（森

林成分と森林浴）及び良好なライフスタイル（運動習慣、栄養のバランスなど）による免疫

機構への増進効果が注目されている。

本講演では、演者は環境因子による生体の免疫機構への影響についてプラス影響とマイナ

ス影響の視点からアプローチしていく。

－20 －



柿 ‾跨画 ］

環境アレルゲンとアレルギー疾患

○西岡　謙二

国立病院機構相模原病院臨床研究センター

職業・環境アレルギー誌　18（1）2010

環境中のアレルゲンは数多く存在し、今なお新しいアレルゲンが発見、同定され続けてい

る。しかし、人体にアレルギー疾患を及ぼすと考えられているアレルゲンはある程度の数に

限られている。その中には因果関係を疑われていても明確に証明できないアレルゲンとアレ

ルギー疾患も存在する。アレルゲンはその感作経路から大きく分けて、経気道的に感作され

る吸入アレルゲン、経消化管的に感作される食物アレルゲン、経皮的に感作される接触アレ

ルゲンに分類されれる。吸入アレルゲンにはアレルギー疾患の原因で最も重要なアレルゲン

であるダニがある。他に吸入アレルゲンとして、ネコ、イヌ、ハムスター、マウス、ラット

などのペットのアレルゲン、スギ花粉やブタクサなどの花粉アレルゲン、アスペルギルスや

アルテルナリア、カンジダ、マラセチアなどの真菌アレルゲン、ゴキブリなどの昆虫アレル

ゲンがある。食物アレルゲンには、乳児期に影響を与えやすいランパク、ランオウ、ギュウ

ニュウ、コムギ、ダイスなどがあり、幼児期からはソバ、ピーナッツなど、更に年齢が上が

るとキウイ、バナナ、モモなどの果実やエビ、カニなどの甲殻類のアレルゲンがある。接触

アレルゲンには、ハチやラテックスがある。これらの中から今回は、最近の知見も紹介しな

がら、吸入アレルゲンと気管支喘息、アトピー性皮膚炎、ＡＢＰＡ、過敏性肺炎の関係を中心

に述べたいと思う。また、アレルゲン曝露の評価法として掃除機で寝具や寝室の塵を採って

アレルゲンを測定する掃除機法が一般的であるが、これまで当研究室が行なってきた皮膚に

付いたアレルゲンをテープで直接採って測定するテープ法や室内にシャーレを一定期間置い

てその塵からアレルゲンを測定するシャーレ法も紹介する。最後に、それぞれのアレルゲン

に対する具体的な効率的な対策方法についても述べたいと思う。
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漸嫉 鯨］

化学と医療におけるデータ解析の基本と摘要事例

(化学物質構造と過敏性の相関解析　QSAR)

○湯田浩太郎

株式会社インシリコデータ

医 農 薬、 機 能 性 化 合 物 や 食 品 等 を 扱 う 研 究 分 野 と、 医療 関連 研 究 分 野 で は急 速 な研 究 ス タ イ ルの

変 化 や 分析 ／ 医 療 機 器 の 展 開 等 に よ りデ ー タの種 類 や デ ー タ量 が 飛 躍 的 に 増 大 し てお り、 こ れら の

デ ー タ を扱 う デ ー タ解 析 技 術 の 獲 得 と利 用 が 重 要 に な りつ つ あ る 。

創 薬 分 野 で 展 開 さ れ て きた 構 造 一活 性 相 関 （以 下QSAR と す る ） 技 術 は 、 化 合 物 構 造 と 薬 理 活

性 と の 関 係 に つ い て デ ー タ解 析 技 術 を 用 い て 解 析 す る も の で あ る。 こ の ＱＳＡＲ（Ｑｕａｎtitａtiｖｅ /

Ｑｕalitａtiｖe St ｒｕｃtｕｒｅ -Ａｃtiｖitｙ Ｒｅｌａtｉｏｎｓhips ） 自 体 はい くつ か の 制 限事 項 を クリ ア す れ ば、 薬 理

活 性 か ら安 全 性 評 価 に 拡 張 適 用 す る こ とが 可 能 であ る。 従 っ て 、 今 後 の ア レ ル ギ ーや 免疫 毒 性 等 の

疾 患 解 析 研 究 の 強 力 な ツ ー ル とし て 期 待 さ れる。

本 講 演 で は 構 造 一活 性 相 関 （ＱＳＡＲ） の 安 全性 研 究 に 適 用 す る時 の基 本 原 理 や 手 順 等 に関 し て 簡

単 に ま と め る。 そ の 後 、 皮 膚 感 作 性 に 適 用 し た事 例 につ い て報 告 す る。

1. 構造一活性相関の基本概念

図１に ＱＳＡＲ摘要の基本概

念が示されている。

薬理活性、安全性、ＡＤＭＥ

口 Ｂ ａｓｉｃ ｐ ｒｉｌｌｃｉｐｌｅ ｏｆ ｄａｔａ ａ ｎ ａｌｙ ｓ１８ ｂｙ

ｎｌｕｌｔｉ-ｖ ａｌ･ｉａｔｅ ８ ｎ ａｌｙ ｓｉｓ ａｎ ｄ ｐ ａ ｔｔｅｒｎ

ｒｅ ｃｏｇ ｎ！ｔｌｏｎ

特拓 砺性等ぶ種ふ特性ふ化　「７ 匹=こ‾1⇒

合物構造式 と何 らかの相関（図

中 Ｂｌａｃｋ ｂｏｘ 部 分 ） を 持 つ。

こ の 相 関情 報 の解 析 が ＱＳＡＲ

に よる研究 の最終目的となる。
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図1. 構造一活性／毒性／ＡＤＭＥ／物性相関の基本原理

2｡ 皮膚感作性 の ＱＳＡＲ による解析

解析の目的 は化合物 の皮膚 感作性のポジとネガを説明する化合物構造要因をデータ解析 により導

き出すこ とであ る。 Ｍｏｄｅ１Ｂｕildeｒ システムを用い て、化 合物 （ポジ；122 化合物、ネガ ；169 化合

物）の２次元お よび３次元構 造式に関する822 種類 のパラメータを創出した。 種々の特徴抽出過程

を経て､ 最終的 に32 種類 のパ ラメータを選択 した。こ れら32 種類のパラメー タのみを用いてサ ポー

トベ クターマシ ン（ＳＶＭ） とアダブ ースト （ＡｄａＢｏｏst）では、全291 化合物 をポジお よび ネガと

100 ％完全に分類す るこ とが出来る。用い た32 種類 のパラメータを検討した結果、皮膚 感作性 のポ

ジに貢献する化合物 の構 造要因は-Ｏ-Ｃ、＝Ｃ=、-Ｃ-であ り、 ネガに貢献する要因は-ｅｓtｅｒ-、-Ｎ、-Ｃ-

（ＤＭＰＡＴＨ）であった。詳細は、発表時 に議論する。

3. 医療関連研究分 野で のデータ解析 （メ タボロ ミクス）

ＮＭＲ データを用い たメタボロ ミクス解 析 も行っ てお り、良好な解析結果を得 てい る。こ れらの

簡単な事例につい ても報 告す る。
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群馬県における小児アレルギー性疾患の疫学とその要因

○小山　　洋

群馬大学大学院医学系研究科社会環境医療学講座公衆衛生学分野

近年、生活環境の変化に伴って小児アレルギー性疾患の増加が報告されている。なかでも小児喘

息は小児の慢性呼吸器疾患の中で重要な位置を占めている。小児喘息の基盤は、アトピー素因と持

続的な炎症反応とされている。炎症反応を引き起す要因はウイルス感染やアレルゲンによる免疫反

応であり、ヒスタミンやロイコトリエンなどの化学伝達物質が遊離され、気管支粘膜におけるアレ

ルギー性炎症反応が惹起される。さらにこの炎症反応を慢性化させる環境要因が作用して長期間の

炎症反応が継続され、気道のリモデリングが進行する。環境中における炎症の慢性化要因を明らか

にし、予防的な対策を講じる事が重要である。

群馬県ではこれまでに乳幼児におけるアレルギー性疾患に関する実態調査は行われておらず、小

児喘息に関与する環境要因の解明に向けて大規模疫学調査が必要と考えられた。我々は平成16 年

12 月から17 年12 月までの１年間に亘り群馬県内69 市町村（当時）のご協力のもと、３歳児健診

受診者における全数アンケート調査を実施した。３歳児健康診査の総受診児数は17,107 名であり、

質問紙調査票の回収者数は15,193 名（回収率88.8％）であった。回答にもれのない14,719 名を解

析対象とした。

３歳児の喘息有症率については､全体で10.4％であった。市町村ごとにみた場合、喘息有症率はO ％

から25 ％と大きなバラつきがみられた。喘息有症率の高い地域は、国道沿いの都市部の他、長野

原町や草津町などの観光地であり、観光バスなどによる自動車排気ガスの影響が考えられた。アト

ピー素因との関連では、アトピー性皮膚炎を有する小児で喘息有症率が高く、オッズ比は2.70であっ

た。また、喘息症状の有無と関連がみられた項目としては、家でタバコを吸う人の有無と家で飼っ

ているペットの有無で､それぞれのオッズ比は1.16 と1.20 であり有意であった。本調査の結果から、

炎症反応を起す要因をなるべく遠ざけることが望ましいことが示された。
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ﾚ蚕喪‾調

環境と喘息

○土橋　邦生

群馬大学医学部保健学科

群馬大学 第一内科（現　 病態制御内科学）に研修医 として入局した際、過敏性肺炎の患者を担 当

し、 カンジダによる過敏性 肺炎の初めての症例を内科学会雑誌に報告した。 カンジ ダは、喘息の原

因 ともなっ てお り、同 じ抗原が、即時型アレルギーと遅延型アレ ルギーの両方 を引 き起こしうるの

か疑 問に思っ たのが発端 で以 後そのメ カニズ ムを明 らかにしたいと呼吸器アレルギーの研究を行っ

て きた。

肺 局所 は、喘息 などのアレルギ ー疾患 ではTh2 優位であ り、 過敏性 肺炎や肺結核 ではTh1 優 位

であ る。こ のこと は、生 体 のTh1 ・ Th2 バ ランスが感染症 やアレ ルギー疾患 の発症、予後 に重 要

な影響 を与 えるこ とを示 唆する。活性酸素に対する抗酸化機構の ひとつ グルタチ オンレドッ クス系

は、蛋 白質システイン残 基上のチ オー ル基の酸化還元反応を制御し、遺伝子 発現、 アポト ーシスな

ど種 々 の細胞機 能に影響 を及 ぼす。 グル タチ オンには還元 型（ＧＳＨ）と酸化型 （GSSG ）があ り、

細胞内で は大 部分 ＧＳＨ として存在し、細胞内は常 に還元型優位 に保た れてい る。

我 々は､ 局所 のTh1･Th2 バ ランスの決定 に重要なサイトカインIL-12 の産生量 は、マ クロフ ァー

ジ （Ｍ φ） の細 胞内 の還 元型 ／酸化 型 グ ルタチ オン量 の比 率 （ＧＳＨ/GSSG 比） に相 関し、さ ら

に、Th1 サ イト カ インＩＦＮ-ｱ が ＧＳＨ/GSSG を上昇 さ せ、Th2 サ イト カ インIL-4 が ＧＳＨ/GSSG

を低下 させ るｐｏsitiｖｅ ｆｅｅｄｂａｃｋ機構 の存在 を明らかにした。 そのメカニズムとして、IL-12 産生 は

ＭＡＰ キナーゼのP38MAP kinas ｅによりｐｏｓitiｖｅに制御 され、ＪＮＫ によりｎｅｇａtiｖｅに制御されて

い るこ と、 細胞内グル タチ オンレドックスを還元状態 にす るとP38MAP kinas ｅ活性が充進し、逆

にＪＮＫ が抑制さ れ、IL-12 産生 を相乗 的に高めるという新知見を得て、今 も研究を続けている。

臨床 的 には、 環境 からの酸化 物質特 にPM10 などの微 粒子 の除 去が、喘息症状 の軽減 に役 立つ

か検討している。群馬県 のハウスメーカーとの共同研究で、抗原や微粒子を除去で きる電子フィ ル

ターを装備し た住宅 に転居す る前後 で、旧宅と新宅 のダニ抗原や微粒子の濃度を測定し、さらに住

人の 呼気 中 ＮＯ 濃 度や末梢 血中の活性 化 Ｔ 細 胞の変 化を検討し た。 その結果、新宅で はダニ抗原

や微粒子の 減少が みられ、 また転居 により喘息患者の呼気中 ＮＯ 濃度やアレルギー疾患患者の活性

化 Ｔ 細 胞の減少が認められた。

以上我々が今 まで行っ てきた研 究を発表する。
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情動ストレスと包括的脳機能統御　 一音楽による脳・内分泌反応制御

○森本　兼嚢1)、中山　邦夫２)、田村美由紀2)、大平　雅子２)

1)大阪大学大学院医学系研究科附属ツインリサーチセンター、大阪体育大学

2)大阪大学大学院医学系研究科社会環境医学講座

アレルギー・免疫毒性学的反応に対して、感性情動系がいかなる修飾要因として作用するかにつ

いて、脳内分泌科学的反応系を用いて解析した。

最初の実験では、精神的・社会的競争モデルとして将棋対局を用い、勝敗を伴う競争時における

情動ストレス反応を明らかにした。将棋部員の男子大学生90 名（平均年齢土標準偏差:20.3 ±2.5

歳）を対象に将棋対局直前、対局終了直後及び対局終730 分後の合計３回、直接法による唾液採

取を行い、唾液内分泌反応系の関与について検討した。唾液中ストレスホルモンであるコルチゾー

ルレベル、及び競争下におけるやる気度指標としてテストステロンレベルを測定した。測定には、

ＥＬＩＳＡ 法及びＥＩＡ 法をそれぞれ用いた。唾液中テストステロン、コルチゾールとも、コントロー

ルと比較して、対局グループのみで有意な上昇が確認できた。周囲で対局を観戦しているだけでは、

内分泌系に影響しないものと考えられるＯまた、本研究結果はストレス反応が勝敗結果よりもむし

ろ対局内容と深く関係することを示唆しており、これは、接戦の場合、緊迫した状態が対局終了ま

で持続するためではないかと推察される。

次の実験では、精神心理的なストレッサー（知能テスト）を負荷した際に誘発される唾液中スト

レスホルモン・コルチゾール系の上昇とその後の減衰現象に対して、短調ならびに長調のピアノ曲

試聴がいかなる軽減効果を与えるかを明らかにした。また、同時に曲想（短調と長調）の差異が認

められるのかについても検討を行った。その結果、音楽を聴かせない場合（コントロール）、短調

のピアノ曲（ベートーベン作曲エリーゼのために）、長調のピアノ曲（モーツァルト作曲２台のピ

アノのためのソナタＫ.344）の順で大きくコルチゾールレベルが低減した。さらに､光トポグラフィ

を用い、これら短調、長調のピアノ曲を試聴している際、特に前頭葉周辺の高次脳機能反応を解析

した。その結果、短調、長調の曲想によって脳野の高次脳機能、前頭前野・感覚系の異なる脳野が

活性化した事実は、曲調による脳反応野の相違の意味を探る上で、興味のある観察であった。

－25 －



職業・環境アレルギー誌　18（1）2010

シンポジウム一職業アレルギー疾患ガイドラインの作成の試み

座長の言葉

○大田　　健1)、土橋　邦生2)

1)帝京大学医学部呼吸器・アレルギー内科

2)群馬大学医学部保健学科

アレルギー疾患治療ガイドラインが1993 年６月に発行され、喘息管理の標準化が進み、喘息死

の減少に貢献したことは、周知の事実であり、適切なガイドラインの普及は大 きな社会的貢献を果

たすと考えられる。職業性アレルギー疾患においては、本学会で今まで多くの症例の報告があり、

その情報を社会に向けて発信してきたが、未だガイドラインという形で提案をしていない。一方欧

米では、職業性喘息や職業性アレルギー性鼻炎などすでに職業性アレルギー疾患の各種ガイドライ

ンが提案されている。

「職業アレルギー疾患ガイドライン作成の試み」という題目の本シンポジウムを、本学会におけ

る職業アレルギー疾患ガイドライン作成にあたっての第一歩にしたいという思いで企画した。欧米

の現状や日本における問題点などにつき、内科、耳鼻科、皮膚科の各分野より諸先生方より発表を

いただき、さらに、化学品の危険･ 有害性に関する世界統一分類･ 表示システム（ＧＨＳ）において、

化学物質の感作性の分類・リストアップの現状についての発表を加え、本学会としての職業アレル

ギー疾患ガイドライン作成を目標におき、広く議論したい。
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シンポジウムー1

職業性喘息

職業・環境アレルギー誌　18（1）2010

○石塚　　全

群馬大学大学院病態制御内科学呼吸器・アレルギー内科

職 業 性喘 息 （Ｏｃｃｕｐａtｉｏｎａｌ ａstｈｍａ, ０Ａ） は特 定 の労 働 環 境 で特 定 の 職業 性 物 質 に曝 露 さ

れる こ とに より発 症 す る喘 息 と 定義 さ れる 。 職 業 と 関 連 な く気 管支 喘 息 を 発 症 し た 患 者 が

職場 で の環 境 因子 が 誘 因 とな っ て 症 状 が増 悪 す る 場 合 を作 業 増 悪 喘 息 （Ｗｏｒk-ｅｘａｃｅｒbatｅｄ

ａstｈｍａ,ＷＥＡ） と呼 び、ＯＡ とは 区別 さ れるが 、ＯＡ と ＷＥＡ を 併せ て 作業 関連 喘 息 （Ｗｏｒk-

ｒｅｌａtｅｄ ａstｈｍａ, ＷＲＡ） とし て捉 える方 向 にあ る。 成 人 喘息 のう ち9 ～15 ％が ＯＡ で あ る と

さ れる。 し かし なが ら、 日常診 療 にお いて ＯＡ が こ れ ほ ど多 く存 在 す る とい う 感覚 を多 く の

臨床 医 は持 って い ない の で はない だろ うか。 言 い 換 え れば 、 通常 の 成 人喘 息 と し て診 療 し て

い る 患 者の なか に ＯＡ 患 者 が 潜 んでい る と もい える 。

ＯＡ は感 作物 質 に感 作 さ れて 発 症す る感 作型 （Ｓｅｎsitiｚｅｒ-indｕｃｅｄ ＯＡ） と 刺 激物 質 に よっ

て誘 発 さ れる刺 激物 質 誘 発型 （lｒｒitａｎt-indｕｃｅｄ ＯＡ） に 分類 さ れる。 感 作型 ＯＡ で は抗 原 特

異 的ｌｇＥ が 発 症 に 関与 す る 場 合 とし ない 場 合 が あ る。 刺 激 物 質誘 発 型 で は刺 激 曝 露 に よ る

気 道上 皮 障害 に よっ て炎 症 が惹 起 さ れる もの と思 われ る が、 刺 激物 質誘 発型 の 長 期 経 過 症 例

にお い て好 酸球 性 お よ び好 中球 性 炎症 や気 道 上皮 下 の 線 維化 か 観 察 さ れるこ とが 最 近 報 告 さ

れた。

ＷＲＡ お よび ＯＡ に 関す る最 近 の欧 米の ガ イド ラ イ ン とし て は米 国 呼吸 器 内 科医 （ＡＣＣＰ）

に よる ガ イド ラ イ ン（2008 年 ）、ＢＯＨＲＦ ガ イド ラ イ ン（2005 年 ）、ＡＴＳ の ガ イド ラ イ ン（2004

年 ）があ る。特 に ＡＣＣＰガ イ ドラ イ ンで は診 断 と管 理 に関 し て 詳細 な 記述 が さ れ てお り、ま た、

ＢＯＨＲＦ ガ イド ラ イ ンで はエ ビ デ ン スレベ ルに 基づ い た 記 述 が特 徴 的 であ る。 こ れ らを 紹 介

す る と と もに、 ＷＲＡ に 関す る 現時点 で の考 え 方、 実 地 臨床 で の 対応 に つい て概 説 す る。
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職業・環境アレルギー誌　18（I）2010

シンポジウムー2

職業性アレルギー性鼻炎

○宇佐神　篤

東海花粉症研究所

はじめに:アレルギー性鼻炎(ＡＲ)の診療ガイドライン(ＰＧＬ)は第６版に至った(2009 年版)。

Ｍｏsｃａtｏ＆Siｒａｃｕｓａによる職業性 ＡＲ のPGL(2009 年) があるが、わが国にはまだない。

職業アレルギー研究会に始まり、職業アレルギー学会、そして職業・環境アレルギー学会へ

と発展してきた職業アレルギー研究の本流と、アレルギー学会などから、多くの研究が積ま

れてきた。これらの業績と海外の文献を参考として、わが国独自の職業性ＡＲ ＰＧＬの基礎

資料を作成したい。

定義：職業性ＡＲは働きの場において、就業にともない、その職場で発生する微細物質を鼻

腔から吸入することにより、ｌｇＥを介する即時型アレルギーとして発病、発症する。

診断・分類：就業と発症の密接な関係、鼻症状と鼻鏡検査、鼻汁好酸球検査、ｌｇＥ抗体の証

明をもって診断する。類縁疾患との鑑別、分類を含め、ＡＲのＰＧＬ(2009 年版) に詳しい。

ＰＬ法の施行後、職場特異的な自家製抽出液によるアレルゲン診断は手軽に行えなくなって

いる。

疫学：中村の総説をもとにして文献を調べ、鼻症状の有無につき整理した結果、職業性ＡＲ

として発病・発症をもたらすアレルゲンは80 種を超えることが示唆された。

機序：職業性ＡＲはこれまで、Ｉ型が報告されてきた。アレルゲン曝露と発病・発症の関係

を限られた物質と空間、把握しやすい経過において見ることができる点は実験室的疾患の様

相を呈し、Ｉ型アレルギーの機序解明への役割を担う。

対策・治療：職場転換、扱う資材、作業法の変更などにより、著明な改善、時に症状の完全

な消失をみる。しかし、このような変更は、時に患者の生活手段を奪うことになる。アレル

ゲンの回避対策のほかに、減感作療法を主とした、根治をめざす治療を柱とし、ＡＲ治療薬

が効果的に用いられる必要がある。
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シンポジウムー3

職業性皮膚疾患：特に職業性皮膚炎を中心に

職業・環境アレルギー誌　18（1）2010

○松倉　節子1)、池潭　善郎2)

1)横浜市立大学附属市民総合医療センター皮膚科

2)横浜市立大学大学院医学研究科環境免疫病態皮膚科学

職 業 性 皮 膚疾 患 は 職業 性 疾 患 の中 で も首 位 を占 め る 頻 度 の 高い も ので あ る 。接 触皮 膚 炎 、

光 接 触 皮 膚 炎、 ざ雍、 色 素 異 常、 紫 外 線 障害 、 慢 性 放 射 線皮 膚 炎 、 ター ル・ ピ ッ チ皮 膚 症 、

枇 素 皮膚 症 、 熱傷 、凍 傷 、皮 膚癌 、 皮 膚循 環 障害 、 感染 症 な ど が含 まれ る。 中 で も特 に多 い

のは 化学 物 質 に よる接 触 皮膚 炎 であ るｏ 接 触皮 膚 炎 自 体 は生 命 に 関 わる こ と が少 ない た め軽

視 さ れが ちであ る が、 日常 生 活 の質 （Q ｕalitｙ of life : 以 下 ＱＯＬ） を著 し く低 下 させ 、 失 職、

転 職 を余 儀 な く され るケ ー ス も多 い 。 代表 的 な 職種 と し ては 洗 浄 剤、 染 料 の使 用 機 会 の多 い

理容 師 ・美 容 師、 また感 染 防止 対 策か ら手 袋 を 使用 す る機 会の多 い 医 療系 職業 な どが 挙げ ら

れる 。

時 代 の変 遷 と と もに職業 環境 は 変化 し、 原 因 と なる 化学 物 質 や アレ ルゲ ン も変 化 す る。 近

年 報 告が 新 たに 増 え て い る 化 学物 質 とし て は塩 化 ビ ニ ー ル 手 袋や ポリ エ チ レ ン手 袋 の 可 塑

剤 が ア レ ルゲ ン となっ て 発症 し た接 触 葦麻 疹 、接 触 皮 膚炎 が あ る。 さ らに 職場 で使 用 さ れ て

い た抗 菌 剤 デ ス クマ ット に 含 ま れる 有 機系 抗 菌 剤 であ る2,3,5,6tｅtｒａｃｈｌｏｒｏ- ｍｅthｙ1-sｕlfonｙl

pｙｒidine に よる接 触皮 膚 炎 の報 告 が相 次 ぎ、 製 造中 止 にい たっ た こ とは 記 憶 に新 し い。 ま た

本邦 で の 報告 は 数少 な い が、 クリ ーニ ング業 者 で 使用 さ れるtｒichloｒｏ ｅthｙｌｅｎｅ に よる 薬剤

過 敏 症 症候 群 な どの重 症 薬 疹の 報 告 もあ り、 化 学物 質 に よる 皮 膚 障害 は今 後い っ そ う多 様性

を増 し て くる と思 われる。

さ ら に注 目 し たい のは 蛋 白 アレ ル ゲ ンに よる アレ ルギ ー性 接 触 皮膚 炎 で あ る。 パ ン・ 菓子

職人 とい っ た 流行 の 職業 に生 じ る小 麦 蛋白 に よる もの 、 調 理 師に 生 じ るエ ビ や カニ な ど の 魚

介 類 に よる もの、 さ らに 近年 新 し く 食材 とし て 使 わ れる よ う にな っ た西 洋 野 菜 チ コリ ・エ ン

ダ イブ な どに キ ク科 野菜 に よる接 触 葦麻疹 は 調 理 中 にア ナ フ ィラ キ シ ー に至 る 例 も当 科 で は

経 験 し てい る。ま た医療 従 事 者の 間 では広 く認 知 さ れつつ あ る もの の、ラ テ ック ス アレ ルギ ー

はい まだ新 規 に発 症す る 例 もあ り注 意 が必 要 であ る。

「 職業 皮膚 疾 患 ＮＡＶＩ : http://hihｕｎａｖi.ｕｍｉｎ.」p/」 は2007 年 よ り産 業 医科 大 学 皮 膚 科 に よ

り運 営 さ れ てい る シ ステ ムで 、 産業 化 学 物 質 に よ る 職業 性 皮 膚 疾 患 発 生 時 に、 症 例 を 入力

フ ォー マ ット へ報 告 する もので あ る。 国内 で 認 知 の少 な い 、 また は さ れ てい な い起 因物 質 を

早 期 に特 定 し 、情 報 共有 す るこ と を 目的 に運 営 さ れて お り、 今後 信 頼性 の高 い シス テ ムと し

て機 能 して い くこ とが 期 待 さ れる。

以 上 につ い て ポ イ ント を述 べ る と と もに 、 職業 性皮 膚 疾 患 ガ イド ラ イ ンの 作 成 に向 け て、

多 様 な 臨床 症状 と原 因 を網 羅し な が ら効率 的 な診 断 と治 療 を 行 うた め に必 要 な 事 項 をフ ロ ア

の皆 さ ん と共 有で きれば 幸い であ る。

－29 －



職業・環境アレルギー誌　18（1）2010

シンポジウムー4

感作性物質（化学物質）の新分類基準

○佐藤　一博

福井大学医学部環境保健学

化学物 質の適切な取扱・管理に必要となる危険性・有害性の既述やラペ ル表示のための国

際的に統一 された基準である国際調和分類基準（ＧＨＳ）が2003 年国連から勧 告され、2005年、

2007 年、2009 年に改訂 され2008 年から全世界で採用するよう推奨されている。

ＧＨＳにおける感作性物 質の分類基準は、皮膚感作における ＯＥＣＤ ガ イド ラインになって

いる動物実 験だけでなく気道感作においても動物 実験を採用している。 近年、感作性につ

いての動物実験の発達は目覚し くＬＬＮＡ 始め幾つ かの手法が ＯＥＣＤ ガ イドラインとなって

いる。感作性につい て定性的だけでなく、定量的な相関が動物実験との間に見られるように

なり、2009 年の ＧＨＳ改訂 版では感作性物質のsｕｂｃａtｅｇｏrｙが設けられた。しかし気道感作

においては、妥当性の検証された動物実験はないとしている。　ド イツ学術振興協会（ＤＦＧ）

で も適切 な動物実験 のみで感作性物 質と分類している。皮膚感作の評価は、動物実験の方が

再現性 などにおい て優 れていると述べている。米国産業衛生 専門官会議（ＡＣＧＩＨ）では感

作性物 質にぱ ＳＥＮ’ の符号が付けら れてい るが、そ れぞれの物 質の Ｄｏｃｕｍｅｎtａtｉｏｎ まで

遡 れば分かる事もあ るが、気道感作性物質なのか皮膚感作性物 質なのか また根拠論文 も示し

ていない。

我国の日本産業衛生学会の感作性物質の分類基準 はヒトを対象とした文献のみを根拠とし

ており、動物実験の報告を分類根拠とはしていない。そこで我々は感作性分類についての研

究 グループ を組織し、動物実験結果を根拠に取り入れた感作性分類基準を作成し、既存の感

作性物 質を再分類したので報告する。
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ランチョンセミナー1

環 境 ア レ ル ゲ ン と Ｏｎｅ Ａｉｒｗａｙ Ｏｎｅ Ｄｉｓｅａｓｅ

職業・環境アレルギー誌　18（1）2010

○永田　　真

埼玉医科大学呼吸器内科・埼玉医科大学アレルギーセンター

近 年 、 気 管 支 喘 息 で は 対 症 療 法 薬 が 進 歩 し た た め か 、 こ の ク ニ で は た と え ば 呼 吸 器 内 科 の

臨 床 現 場 に お い て 、 病 因 ア レ ル ゲ ン の 同 定 や 回 避 指 導 、 あ る い は 免 疫 療 法 と い っ た 原 因 治 療

に 関 す る 意 識 が 乏 し く な っ て き た の で は な い か と 感 ぜ ら れ る 。 あ る い は は じ め か ら 理 解 も 関

心 も な い 呼 吸 器 内 科 医 が 多 い の か も し れ な い 。 こ れ は 、 ま っ た く、 大 変 な 誤 り で あ ろ う 。 環

境 ア レ ル ゲ ンへ の 暴 露 を 持 続 し つ つ 対 症 薬 の み を 継 続 し て も 、 そ こ に 根 本 解 決 は な い 。 吸 入

ス テ ロ イ ド 薬 は 疾 患 を 治 癒 さ せ る も の で は な い し 、 気 道 組 織 の リ モ デ リ ン グ の 防 止 効 果 も 限

定 的 で あ る。

さ ら に こ の ク ニ で は 、 同 一 環 境 ア レ ル ゲ ン に よ り 当 然 の よ う に 鼻 炎 十喘 息 を 合 併 し て い る

い わ ゆ る “Ｏｎｅ Ａｉｒｗａｙ Ｏｎｅ Ｄｉsｅａsｅ” の 状 況 に あ る 患 者 さ ん に つ い て （実 は こ れ が 圧 倒 的

多 数 派 な の で あ る が ）、 喘 息 の み を コ ン ト ロ ー ル し て 、 上 気 道 は 耳 鼻 科 に ど う ぞ 、 と い う よ

う な 場 面 が 往 々 に し て あ る よ う で あ るｏ一 部 の 呼 吸 器 内 科 医 に は 花 粉 症 は 病 気 に は い ら な い 、

とい う 思 想 す ら あ る そ う だ。 こ こ に は 患 者 中 心 主 義 の 思 想 が 乏 し い し 、 国 際 社 会 と 同 等 水

準 の 、 真 の あ る べ き ア レ ル ギ ー 診 療 の 姿 で は 、 む ろ ん 、 な い 。 す な わ ぢ Ｏｎｅ Ａｉｒｗａｙ Ｏｎｅ

Ｄｉsｅａsｅ” の 視 点 が 、 極 め て 希 薄 で あ る と 言 わ ざ る を 得 な い 。

本 講 演 で は 環 境 ア レ ル ゲ ン の 上 下 気 道 の ア レ ル ギ ー 疾 患 へ の 臨 床 的 イ ン パ ク ト を 中 心 に い

く つ か の 話 題 を 提 供 し た い 。 す な わ ち 、1. 比 較 的 新 規 に 認 識 さ れ た 病 因 ア レ ル ゲ ン で あ る

ト リ コ フ ィ ト ン の 重 要 性 、2. ダ ニ ア レ ル ゲ ン 感 作 例 に お け る 対 症 療 法 薬 中 止 の 困 難 性 、3.

ス ギ ア レ ル ゲ ン の 上 下 気 道 症 状 へ の 影 響 、 に つ い て 問 題 提 起 を さ せ て い た だ き た い 。 そ の 上

で 、 環 境 ア レ ル ゲ ン に よ っ て 惹 起 さ れ る “Ｏｎｅ ａｉｒｗａｙ, ｏｎｅ ｄｉsｅａsｅ” の ｐａtｉｅｎt-ｏｒｉｅｎted な

包 括 的 治 療 戦 略 に つ い て 、 そ の 選 択 肢 と重 要 性 に つ い て 強 調 さ せ て い た だ き た い と 考 え る 。
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ランチョンセミナー2

黄砂のアレルギー増悪作用

○市瀬　孝道

大分県立看護科学大学

中国内陸部やモンゴルを発生源とする黄砂現象は年々大規模化し、交通機関への影響や精

密機器等の産業、牧畜、農業生産への被害が発生している他、中国由来の大気汚染物質を含

む黄砂による健康被害も危惧され、現在黄砂は東アジア一帯の国境をまたぐ環境問題となっ

ている。日本では飛来時期がスギやヒノキの花粉症の時期と重なること、更に小児等の気管

支喘息が増加していることから、アレルギーへの健康影響が危惧されている。事実、黄砂飛

来時に花粉症や気管支喘息の悪化を訴える人が年々増加し、昨今では黄砂アレルギーという

言葉までもが生れた。ランチョンセミナーでは黄砂のアレルギー修飾作用を、動物実験の結

果を中心に紹介する。先ず、我々は黄砂の気管支喘息への影響を調べた。大気汚染物質由来

の化学物質や微生物などの付着物を除去するために、黄砂を高加熱で処理した。この加熱黄

砂と加熱処理しない非加熱黄砂を卵白アルブミンと共にマウスの気管内に注入すると、肺洗

浄液中の好酸球数やIL-5、血液中のｌｇＥ抗体が加熱黄砂より非加熱黄砂で高い値を示した。

また気管支喘息様の病態も非加熱黄砂で悪化していた。この結果は加熱処理によって除去さ

れた成分にアレルギー反応を増強させる作用があることを示しているｏ次に黄砂のスギ花粉

症への影響を、モルモットを用いて調べた。黄砂とスギ花粉抽出抗原（jrｃＰ）をモルモット

の鼻に投与すると、ＪｃＰ単独投与群よりも鼻詰りが強く起こり、鼻粘膜の腫脹、粘液細胞の

増生と粘膜内に著しい好酸球の浸潤が認められた。このような結果は、黄砂が花粉症を悪化

させる作用を有すること示唆している。このような動物実験の結果から、黄砂がヒトの花粉

症や気管支喘息の増悪要因となりうることが予測されるため、今後、これらのアレルギー疾

患を中心とした調査や実験研究によるアレルギーの増悪メカニズムを詳細に解明する必要が

あると思われる。
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【第１ セッション】

座長：岩永　賢司（近畿大学医学部呼吸器・アレルギー内科）

「Ξ縦 断 」

家庭用超音波式加湿器による過敏性肺炎（加湿器肺）の一例

○樋口　清一、入江　江美、石原　真一、小林　裕幸、荒井　泰道

伊勢崎市民病院内科

【症例】40 歳、男性。【主訴】発熱、乾性咳楸、呼吸苦。【生活歴】 喫煙:20 本 ／日、ペ ット：

なし、仕事：溶接工。【家 族歴】特記事項なし。【既往歴】 特記事項なし。【現病歴】平 成22

年 １月市中肺炎の診断で当 院入院し抗生剤による加療 にて改善し退院となった。しかし、退

院４日後に再入院となった。【入院後経過】 再入院時 も前回入院時と同様の臨床症状 （発熱、

乾性咳瞰、呼吸苦）、検査所見（ＷＢＣ･ＣＲＰの上昇）、画像所 見（両下肺野主体の浸潤 影）であっ

た。通常の細菌性肺炎とは考え難く、再入院翌日に気管支ファイバーを施行し た。その結果、

過敏性肺炎が疑 われ、酸素吸入のみで経過観察したところ臨床症状、検査所見、画像所 見と

も改善した。住宅環境由来の過敏性肺炎を疑い、外泊負荷試験をしたところ、症状、検 査所

見、画像所見の再燃が認められたが、数日の経過観察のみで自然軽快した。何らかの住宅 環

境に起因する過敏性肺炎は間違い ないと思われたが、冬 の発症であ り、住宅 も築 ３年と新し

く、Ｔｒichospoｒｏｎ ａsahii抗 体も陰性で夏型 過敏性肺炎 は否 定的であっ た。 そこで再度詳 細

に問診したところ、３年前より毎年冬に加湿器を使用 していることが判明した。 院内にて同

加湿器を使用し誘発試験を行ったところ、使用 開始後６時 間ほどで発熱、 乾性咳瞰、呼吸 苦

が出現し、炎症反応も上昇、胸部レ ントゲン上浸潤影の出現を認め た。また、加湿器を使用

せず外泊負荷試験を行ったところ、症状の出現は認めなかった。以上の結果 より、加湿器肺

と診断した。その後、現在に至るまで再発 は認めていない。【考察】 近年、家庭用超音波 型

加湿器の使用頻 度は増加してきている。しかし、過敏性 肺炎の原因としての認知 度は低い と

思 われる。また、原因抗原もはっきりとは分かってはい ない。今回の症例も、加湿器水の培

養で同定不能のグラム陰性悍菌が検出されたが、原因抗原かどうかは不明であった。 また、

エ ンドトキシンが経気道的または経脈管的に肺に作用し、濃度依存性 に肺障害を惹起するこ

とが知られているが、今 回の症例において加湿器水 から、エ ンドトキ シンが検出されてお り、

エ ンドト キシンが病態形成を修飾している可能性 も考えられた。最後に、加湿器は過敏性肺

炎の原因となりうること、 また、詳細な問診や住宅環境の視察は非常に重要であ る事を強調

したい。
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Ξ匯 國

総合アレルギー対策住宅入居者によるＣＤ４陽性Ｔ細胞の変化

○新井

土橋

石塚

勝哉1)、井出　規文1)、牛木

邦生1)、久田　剛志2)、清水

全２)、森　　昌朋２)

和美1)、佐藤　友香1)、小河原はつ江1)

泰生2)、宇津木光克２)、原渾　浩毅3)

1)群馬大学大学院医学系研究科保健学専攻

2)群馬大学大学院、病態制御内科学呼吸器・アレルギー内科

3)ハラサワホーム株式会社

【目的】総合的 アレルギー対策住宅 （Healthｙ Air Sｙｓtｅｍ; ＨＡＳ の家）への転居 により、末

梢血中のＣＤ４陽性Ｔ 細胞サブセ ット比率がどのように変化するかを検討したので報告する。

【方法】ＨＡＳの家 に転居する １ヵ月前、３ヵ月後、６ヵ月後に、８組の家族計13 名から採血し、

全血算（ＣＢＣ）、ＣＤ４/ＣＤ８比、Th1/Th2 比、CD4 ＋CD25 ＋細胞比率、制御性 Ｔ 細胞（Ｔｒｅｇ）

比率 を測定し、 アレ ルギー疾患の改善効果との関連を検討した。【結果】13 名をアレルギー

保有群 （7 名） と健常者群 （6 名）に 分けて、転居前と転居３ヵ月後、６ヵ月後の結果を比

較したところ、ＣＢＣ、ＣＤ４/ＣＤ８比、Th1/Th2 比お よびＴｒｅｇ比率はいず れも有 意差を認め

なかっ たが、 アレルギー保有群においてCD4 ＋CD25 ＋細胞比率が転居６ヵ月後、有 意に低

下 （p く0.001 ）し、ＣＤ４＋CD25 ＋細 胞比率から Ｔｒｅｇ比率を減じた活性化 ＣＤ４＋Ｔ 細胞比率

も転居 ６ヵ月後 に有意に低下し た（ｐ＜0.05）。【考察・結論】ＨＡＳの家入居により活性化さ

れたＴ細胞を含むＣＤ４＋CD25 ＋Ｔ細胞がアレルギー保有群において６ヵ月後に有意に低下し、

環境整備によりアレ ルギーによる炎症を軽減させることを支持する ものであった。現在、 進

行中の追跡調査結果 も含めて報告したいと考えている。
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｢二回 戦

林業従事者を中心としたハチ刺傷の疫学調査
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○林　ゆめ子、平田　博国、杉山公美弥、福島　康次、福田　　健

褐協医科大学呼吸器・アレルギー内科

【は じめ に 】 ハチ 刺 傷 に よる 死 亡 は 本邦 で 年 間20 － 30 人 と報 告 さ れて い る。 ハ チ の生 活 環

境 で 作 業 す る こ と の多 い 林 業 従 事 者 は、 ハ イリ ス ク グ ル ープ で あ る 。【目 的 】 ハ チ 刺 傷 の

実 態 を把 握 す る ため 、 リ ス クの 高 い林 業 従 事 者 を中 心 に疫 学 調 査 を 行っ た。【対 象 】 栃 木県

とそ の 近 隣 県 の 林業 従 事 者、 野 外 作 業 従 事 者 【方 法 】 ハ チ 刺 傷 に 関 す る 問 診 と、 血 液 検 査

を 行 っ た 。 全 例 で 総ｌｇＥ と、 ア シ ナ ガ バチ 、 ス ズメ バチ の 特 異 的ｌｇＥ 抗 体 （ＲＡＳＴ） を測

定 し 、 重 症 度 と の相 関 を 検討 し た。【結 果 】2009 年 ７ 月 ～11 月 に 調 査 し た1,718 名 につ い

て 解 析 し たｏ ハ チ 刺 傷 の 経 験 は、1,504 名 （87.5 ％） で 認 め た。 そ の う ち、 全 身 症 状 （SR:

sｙstｅｍｉｃ ｒｅａｃtｉｏｎ）は300 名 （19.9 ％） で 認め た 。 症状 で は Ｇrade l が18.4 ％ と最 多 で あ っ

たが 、 最 も 重 篤 な Ｇrade IV も20.7 ％ とそ れ に 次 ぐ 頻 度 であ っ た。 ア シ ナ ガ バ チ と ス ズ メ バ

チ のＲＡＳＴ の結果 は 有 意な正 の相 関を 示し 、総ｌｇＥ とＲＡＳＴ も正 の 相 関を 示 し た。ＬＬＲ（1aｒｇｅ

１０ｃａｌ ｒｅａｃtｉｏｎ） とSR には 有 意 な 相 関 が あ り、 と く に ＬＬＲ 陽 性 者 で は Ｇｒade IV のSR を 呈

す る 人 を ４倍多 く認 め た。 刺 傷 経験 者1,504 名 のう ち、 エ ピ ペ ン⑧ 処 方 が さ れ てい た の は わ

ず か172 名 （11.4 ％） で、 さ ら に使 用 者は ７名 （05 ％） とい う 結 果で あ っ た。 エ ピ ペ ン⑧ の

処 方 、使 用 状 況 とSR の有 無 や重 症 度に は関 連 が な く、 不 適 切 な タイ ミ ン グで の 使 用 も認 め

た。【考 察】林業 従 事者 は、一 般 人口 と比 して ハ チ 刺傷 やSR の 頻 度が 高 く、ハ イリ ス クグ ル ー

プ で あ る であ るこ とが 明 確 と なっ た。 林業 従 事 者 にお い て は ＲＡＳＴ 陽 性 もし くは 過 去 の 八

チ 刺 傷 で ＬＬＲ もし く はSR を 呈 し た 人 は積 極 的 にエ ピ ペ ン⑧ を 携帯 す る こ と が 必 要 で あ ろ

う と考 える。
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｢二｣ａ 糾

美容石鹸定期使用中に生じたコムギ食品によるＦＤＥＩＡｎ症例

○岸川　膿子

国立病院機構福岡病院

目的）食物アレルギー既往歴がなく、コムギ食品によるＦＤＥＩＡｎが起こりはしめた原因を

検討する。

症例1 ）37 歳女性。 ＡＤ、ＢＡ既往あり。 31歳時、脳梗塞発症しアスピリン製剤常用するよ

うになり、H19年秋頃より皮膚の庫み･湿疹が出現した。H20年マカロニグラタン摂取後40 分、

散歩中に全身葦麻疹が出現し、次第に重症化した。負荷検査目的で皮膚科より紹介された。

負荷検査時アナフィラキシーが起こった。以後も症状は反復し、常用していた石鹸を使用中

止し、症状が軽快した。症例2 ）31 歳女性。時々湿疹で皮膚科受診。 H21年４月菓子摂取後

10 分間運動し、眼瞼腫脹・呼吸困難が出現した。その後もコムギ食品摂取後葦麻疹が生じ

るため減感作療法を勧められて受診した。食物運動負荷検査陽性。数年前から同一の石鹸を

常用していた。症例3 ）56 歳女性。アレルギー歴はなく、職業歴もなかった。 H21年９月ス

パゲティ摂取後30 分して眼瞼腫脹が出現。同年11 月ラーメン摂取後、感冒薬内服して全身

葦麻疹、咳症状が出現し、精査目的で受診。食物運動負荷検査陽性。 H21年より美容石鹸を

常用していた。
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【第２セッション】

座長：岸川　膿子（国立病院機構福岡病院）

｢二舞庫瞰

イチゴ花粉によるアトピー咳楸の１例

○渡逞　直人2･犬 太田　真弓 犬 相良　↑専典3)、福田

1)褐協医大呼吸器・アレルギー内科

2)ｌｍｍｕｎｏtheｒapｙ Ａsｉａ Ｃｅｎtｅｒ

3)褐協医大越谷病院呼吸器内科

職業・環境アレルギー誌　18（1）2010

健

我々は、以前にイチゴ花粉によるアトピー咳瞰と思われる貴重な症例を経験したので報告

する。

症例は52 歳女性で、25 年以上家業であるビニールハウスでのイチゴ栽培業に従事してい

た。 Ｈ.10年10 月より咳楸が出現し、近医受診にて喘息と診断され、テオフィリン、クレン

ブテロールが投与され経過みていたが、Ｈ.11年１月イチゴハウス内に入った後、再び咳瞰

出現し、特に夜間増強傾向を認めた。再度近医受診し、イチゴのＲＡＳＴ 陽性を認め、５月

17 日、精査・加療目的で紹介入院となった。

入院時理学的所見では、異常所見は認められなかった。

検査所見で、白血球7500/ μ忿（好酸球2 ％）、ｌｇＥ-RIST 14 U/ 励、ＲＡＳＴ でイチゴに

ｄａss2を認めた。その他の検査所見に異常値はなく、動脈血ガス分析も正常。呼吸機能検査

上正常範囲内であった。

胸部Ｘ線上異常陰影は認められず、喀痰中および気管支肺胞洗浄液中に好酸球は検出さ

れなかった。気管支鏡検査では、軽度粘膜の発赤を認め、病理組織所見では、気管支粘膜へ

の軽度のリンパ球浸潤のみで、好酸球の浸潤及び基底膜の肥厚は認められなかった。

一方、イソプロテレノール吸入試験：一秒量の改善率9.9％、アセチルコリン吸入試験：

閥値20000 μg/蛍以上、カプサイシン咳感受性試験：閥値1.95μｍであった。

イチゴの皮内反応:102 倍稀釈で陽性、103倍稀釈で陰性。イチゴ抗原吸入試験:104 より

102倍稀釈まで施行したが、一秒量の低下はなく陰性。検査終了約１時間後に咳楸出現した。

治療として抗アレルギー薬内服およびイチゴ栽培時期の作業前のインタール吸入を指導し

症状が軽快した。

以上により、イチゴ花粉による職業性アトピー咳楸と診断した。
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三顧 晰］

ドーパミン作動薬の投与により胸水貯留を認めたパーキンソン病の一例

○岩永　賢司1)、内藤

宮良　高維1)、冨田

田中佐也子2)

映理1)、佐藤

桂公1)、中島

隆司1)、佐野安希子1)、佐野

宏和1)、久米　裕昭 犬 東田

1)近畿大学医学部呼吸器・アレルギー内科

2)東大阪市立総合病院呼吸器科

博幸

有智

ド ー パ ミ ン作 動 薬 の投 与 に より胸 水 貯留 を認め た パー キ ンソ ン病 の 一例 を報 告 する。

〔症 例 〕

76 歳　 男 性　 元 事 務員

〔現 病 歴 〕

当 院 神 経 内 科 に て Ｐａrkinsｏｎ 病 と 診 断 さ れ、L- ＤＯＰＡ/DCI 製 剤 と 麦 角 ア ル カロ イド 誘 導 体

の ド ー パ ミ ンア ゴニ ス トで あ る ｐｅｒｇｏｌｉｄｅ ｍｅsilatｅ (ペ ルマ ッ クス⑧)caber ｇｏｌｉｎｅ( カバ サ ー

ル⑧) を投 与 さ れて い た。 そ の 後、 肺 線 維症 に て当 科紹 介 さ れ、 外 来経 過観 察 さ れてい た と

こ ろ 、 胸 部 Ｘ 線 上 右 胸 水 貯 留 を認 め た ため、 精 査 加 療 目 的 に て当 科 入 院 と な った。 胸 水細

胞沈 流で はリ ンパ球 優 位で あ っ た が、 細 胞診 で は悪性 細 胞 認 めず 、 胸膜 病理 組 織 にお い て は

胸 膜 にリ ンパ 球 の浸潤 を認 め る の みで あ った。 多核 球 中、好 酸 球 の割 合 が上 昇 してい た た め、

薬剤 性 の胸 水 貯留 を考 え、ｐｅｒｇｏｌｉｄｅ ｍｅｓilatｅ と ｃａｂｅrｇｏｌｉｎｅを中 止 し たと ころ 、胸 水 の減 少

を認 め た。

〔考 察 〕

麦角 ア ル カロ イド であ るb ｒｏｍｏｃｒiptｉｎｅに よる 胸水 貯留 の報 告 は散 見 さ れる が、 そ の 誘導 体

であ る ｐｅrgolide me ｓilatｅ、ｃａｂｅｒｇｏｌｉｎｅ に よる胸 水貯 留 の報 告 は稀 であ る 。

麦 角 ア ル カロ イド系 抗 パ ー キ ンソ ン薬 の投与 中 に は、胸 膜 炎 の合 併 に留 意 す る必 要が あ る と

考 え ら れた 。
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マ ツタケに より アナフ ィラキ シー症状を 呈し 、ｐｒick-tｏ-pｒick tｅｓt と

好塩 基球ヒ ス タミン遊離 試験で 陽性が確認 さ れたＩ 例

○戸田　貴子、山口　正雄、中瀬　裕子、杉本

吉原　久直、竹渾　智湖、山村　浩一、鈴川

新井　秀宜、中野　純一、長瀬　洋之、鈴木

帝京大学医学部内科呼吸器・アレルギー

直也 、

真 穂 、

直仁 、

原　　 麻恵、

倉持美知雄、

大田　　 健

小島

田下

康弘

浩之

【目的】 食物 アレルギーは日常臨床においてしばしば遭遇し、原因食物は多岐 に渡 る。 今

回、マツ タケによりアナフィラキシー症状 の病歴を有し、ｐｒick-tｏ-ｐｒick tｅst と好 塩基球ヒ

スタミン遊離試験が陽性であった症例を経験したので報告する。【症例】38 歳女性、気管支

喘息にてハウスダスト減感作を継続中。マ ツタケ摂取後にアナフィラキシー症状を呈したエ

ピソードが約10 年前に２回あることが判明、 外来にて精査を施行した。【方法】 マツ タケ、

シ イタケを用い て即時型皮膚反応と好塩 基球ヒス タミン遊離試験 を行った。【結果】pｒick-

tｏ-ｐrick tｅstにてマツタケ（傘の表面を使用）で陽性、 シイタケで陰性。好塩基球刺 激試験

を施行したところ、抗ｌｇＥ 抗体刺激に対して無反応でありｎｏｎｒｅｌｅａsｅｒと判明し たが、IL-3

300pM 添加培養を行い ３日後に刺激したところ、抗ｌｇＥ 抗体に対する反応性が回復しマ ツ

タケ抽出液によるヒスタミン遊離反応が確認された。健常人ではいずれの検査 も陰性であ り、

マツタケに対する過敏反応は本症例に特異的と考えられた。【結論】マツタケによるアナフィ

ラキシーを10 年前に発症した症例において も、ｐｒick-tｏ-pｒick tｅstや好塩 基球刺激試験は陽

性 を示し、これらの検査は有用と考えられた。日常生活の中で、知らぬ間にマ ツタケ （加工

品も含めて）を口にすることはまずありえず、 回避は比較的容易に継続可 能と考えら れた。
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｢耳ぬ 瞰

フラボノイドの抗アレルギー活性およびＨＯ-1 の発現誘導を決定する構造の探索

○松島充代子1. ２)、高木　健三1)、森　　朱美3)、寺西　彩香3)、山本祐規子3)

川部　　勤1,２)

1)名古屋大学医学部保健学科

2)名古屋大学予防早期医療創成センター

3)名古屋大学大学院医学系研究科

近 年 、 生活 環 境 の 変化 など に よ りア レ ルギ ー患 者 の増 加が 大 き な社 会問 題 と なっ て きてい

る。 こ の よ う な状 況 の中 で 、 ア レ ルギ ー症状 の発 現予 防 や緩 和 の効 果 が期待 で きる とし て さ

ま ざ まな サプ リ メ ントが 開 発 さ れてお り、 特 に天 然 素材 を用 い たサ プ リ メ ント は生体 に 安全

であ る と して多 くの ものが 商 品化 され てい る。 フ ラ ボ ノイ ドは 野菜 や果 物 に含 まれ、 抗 炎症

作 用 、 抗 ア レ ルギ ー作 用 、 抗酸 化 作用 な どの生 理 作用 を有 し 、疾 病 予 防効 果が 期待 さ れてい

る機 能 性成 分 で あ る が、 フ ラ ボ ノ イド の詳 細 な生 理活 性 発現 機序 に つい て 明 らか に さ れてい

ない 。 こ れ まで に我 々 はフ ラ ボ ノ イド の一種 で あ る ケ ルセチ ン、 ケ ンフェ ロ ー ル、 ミリ セチ

ン は肥 満細 胞 に お い て転 写 因子 ｎｕｄｅａr factｏr-ｅｒｙthｒoid 2 ｒｅｌａted factｏr 2 （Ｎｒf2） を介 し て

ｈｅｍｅ ｏｘｙｇｅｎａsｅ （ＨＯ）-1 の発 現お よ び活性 を増 強 させ る こ とに よ り抗 ア レ ルギ ー作 用 を示

す こ とを 明 らか に し た。 本 研究 で は、 こ れまで に 報告 さ れて い るフ ラ ボ ノイ ドの構 造 と生 理

活 性 の 強 さ の 関係 か ら、抗 ア レ ルギ ー活 性 発現 お よび ＨＯ-１発現 誘 導 に重 要 な構 造 を探索 す

るこ とを 目 的 とす る。 さ ら に現 在我 々 は抗 ア レ ルギ ー活 性 を 持つ が ＨＯ-１の 発 現増 強 が ほ と

ん ど見 ら れ ない フ ラ ボ ノイ ド につい て も検討 中 であ り、 本 学 会で 報告 す る予 定で あ る。
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【第 ３セッション】

座長：杉浦真理子（第一クリニック皮膚科・アレルギー科）

｢二砥 聊｣

花粉症などの無い環境と社会は？

○鈴木　庄亮

ＮＰＯ国際エコヘルス研究会

演者は1980 年代にインドネシア農村で住み込みの健康調査などを実施したが、330 人の

集落で気管支ぜんそくの老女が１人居たが、花粉症などは全くなかった。最も多かったのは

下痢腸炎と上気道炎による発熱であった。途上国で仕事をしている保健の専門家数人の集り

で花粉症などの存在を2009 年に尋ねたが、皆現地では見たり聞いたりしたことがないと答

えた。演者は1937 年の生まれだが、1960 年代までは周囲に花粉症はほとんどなかったし、

現在でも同世代者には稀である。

2004 年の厚労省の全国調査では過去１年間に何らかのアレルギー症状があった者は全体

の35.9％であった。2002 年埼玉県の住民2,368 世帯の調査で花粉症ありは19 ％で、何らか

のアレルギー疾患を持つ者は42.5％であった（松本ら2009 ）。これらは今や国民病と言える。

演者らの調査で、Ｈ社の埼玉と福島の工場の花粉症ありは41.7 と21.7％で前者に多かった。

私どもの群馬の都市と農村の1993 年に40 歳以上の１万余人の調査で、「花粉症あり」はや

はり都市に1.56倍多く、40、50、60、70 歳代それぞれ1.00、0.81、0.36、0.19と高齢者ほど

低く、農業者より雇用者が２倍以上多く、庭･畑仕事をする者は0.60と低く、収入の高い者1.23

や高脂血症者1.30 と多かった（橋本ら2007 ）。

花粉症などは飛散する花粉が原因で発症することは言うまでもないが、以上の事実にてら

して花粉症のもっと根本の要因としては、下肥、フン尿、土壌から隔離された生活環境で成

長し、かつ蛋白・脂肪栄養多く運動不足の生活をする世代・集団に多いことが言える。従っ

てヒトの成長期に農耕社会で生活環境からの微生物の多大な継続暴露があり攻撃されること

は、花粉症などを発症させない身体を作るという作業仮説は有力である。この機序を解明し

て、花粉症などのない身体を何とかつくれないものであろうか…、これを解明する研究を早

急に強力に推進すべきである。
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三顧 帥 ］

スギ・ヒノキ科花粉症患者に対する黄砂の影響

○三村　英也、岩田　義弘、伊藤　周史、榴井　一生、内藤　健晴

藤田保健衛生大学医学部耳鼻咽喉科学教室

【目的】

近年、黄砂による健康への影響に関して疫学調査が行われ、黄砂現象時に呼吸器系感染症、

心血管疾患、心筋梗塞や脳卒中の増加、気管支喘息、アレルギー性鼻炎や結膜炎等による来

院患者数の増加が報告されている。そこで今回、スギ・ヒノキ科花粉症患者に対しスギ・ヒ

ノキ科花粉飛散時期に黄砂による健康被害が花粉症症状に影響するのかどうかアンケート調

査を実施した。

【方法】

イネ科花粉症を合併していないスギ・ヒノキ科花粉症で抗ロイコトリエン薬( プランルカ

スト水和物) を内服している患者で黄砂の影響を懸念している症例にはそのまま内服継続を

勧め、黄砂影響が納まった６月下旬にアンケートを郵送し結果を得た。

【結果】

スギ・ヒノキ科花粉飛散が終了してもくしゃみ症状が悪化したと答えるのが79 ％、鼻閉

症状の悪化が56 ％、鼻汁症状の悪化が78 ％、目のかゆみ症状の悪化が67 ％、咽喉頭の各諸

症状では、咳症状の悪化が66 ％、のどのイガイガ感の悪化が33 ％、息苦しい症状の悪化が

22％、のどかゼイゼイする症状の悪化が22 ％との結果であった。スギ・ヒノキ科花粉飛散

後の内服継続率は75 ％であり、薬に効果を感じている割合は89 ％であった。

【考察】

黄砂によってスギ花粉症患者の多くは花粉症症状が悪化すると感じている結果であった。

アンケート調査患者にはイネ科花粉症の患者は除外されており、それでも薬剤の継続率は

75％と高く黄砂への花粉症症状悪化の関心の高さが伺える結果であった。薬剤継続の効果

では89 ％に有効性を感じているとの結果であり、プランルカスト水和物内服継続にてスギ・

ヒノキ科花粉暴露によって完進した鼻粘膜の過敏性の低下を促し、黄砂による鼻粘膜への影

響が抑制される可能性を示唆するアンケート調査結果であった。
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｢ヨぬ知｣

アロマテラピーによる皮膚障害

○杉浦真理子、杉浦　啓二

第一クリニック皮膚科・アレルギー科

職業・環境アレルギー誌　18（1）2010

症例1 、30 歳、女性、エステティックサロン店長。仕事内容は主にアロマテラピーを主体と

する施術を行う。平成16 年10 月より仕事を開始し、平成17 年６月より両手に皮疹がみられる。

徐々に仕事が忙しいときには全身に症状が広がる。休日には軽快する。パッチテストで多数

の香料に陽性反応を認めた。

症例2 、20 歳、女性、エステティックサロン店員。仕事内容はアロマオイルをつかったマッ

サージが主な仕事内容である。平成21 年５月に仕事を始め、９月より両手に皮疹がみられた。

パッチテストで香料陽性であった。

症例3 、31 歳、女性、エステティックサロン店員。仕事内容はアロマオイルをつかったマッ

サージが主な仕事内容である。平成13 年より仕事を始め、平成18 年２月より両手に皮疹が

みられた。パッチテストで香料陽性であった。

症例4 、69 歳、女性、無職。平成21 年１月より体の痛みのため、整体へ通い始めた。整体

では月に２回アロマオイルを用いた施術を受け、家でもアロマオイルを使用した。２月より

全身に皮疹がみられた。パッチテストで多数の香料陽性であった。

症例5 、39 歳、女性、会社員。３－４年前より自宅でアロマオイルを使用していた。平成20

年９月より顔面から頚部に皮疹がみられた。パッチテストで香料陽性であった。
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｢二厩 緬 ‾回

調理師にみられたＯＡＳの４症例

○伊藤香世子1)、藤村　奈緒1)、松倉　節子2)、池渾　善郎1)

l)横浜市立大学医学部皮膚科

2)市民総合医療センター皮膚科

症例:32 歳女性。既往歴:幼少時からアトピー性皮膚炎。アスピリン喘息。アレルギー歴:

ＯＡＳあり（リンゴ／梨）。花粉症なし。職業:H20 年12 月から保育園の給食調理の仕事に

従事している。現病歴:H21 年４月くらいから離乳食作成で使用する高野豆腐を素手で触っ

たところ手が腫脹し、そう楳を伴うようになった。次第に症状は悪化し味見をする際に口腔

内、咽頭に違和感が出現するようになった。６月からは普通の豆腐を食べるときにも同様の

症状が出現するようになり７月には生揚げを食べた後に何回も嘔吐。９月に豆乳を飲んで悪

心、動悸出現したが呼吸困難感はなし。近医受診し、９月28 日に精査加療目的に当科紹介

受診した。検査結果:総lgE1421U/ml 、ＣＡＰでは大豆は陰性。 ＳＰＴ でリンゴ２＋、豆乳３＋、

豆腐２＋、高野豆腐２＋、大豆は陰性。診断:豆乳、豆腐のＯＡＳ。経過: クラリチン内服し、

経過をみていたがクラリチン内服中に豆腐の入りのすき焼きを食べて鼻汁、流涙し呼吸が苦

しくなったというエピソードあり。 H22年５月には豆腐を扱った調理器具を洗い葦麻疹が出

現したり、もやしを触って葦麻疹が出現するようにもなってきている。考察：自験例におい

ては、経過から調理師という職業がら食品を素手で扱う機会が多く経皮感作されＯＡＳに至っ

たと考えられた。同様の症例をさらに３例経験した。 ＯＡＳでは花粉症との関係がよく知ら

れているが、自験例のように経皮感作からＯＡＳを発症する症例もあることを認識する必要

があると思われるので、これら４症例を呈示し、若干の考察を加えて報告する。
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【第 ４セッション】

座長：須甲　松伸（東京芸術大学保健管理センター）

｢二i面 珂

職業・環境アレルギー誌　18（1）2010

異なる臨床像を呈した亜鉛ヒュームによる急性肺障害の２例

○豊嶋　幹生1)、千田　金吾2)、原田　雅教２)、須田　隆文２)、妹川　史朗2)

中村祐太郎2)、佐藤　雅樹1)

1)浜松労災病院呼吸器内科

2)浜松医科大学第二内科

(症 例1)53 歳、 男 性 、 母 が気 管 支 喘 息。亜 鉛 メ ッ キ 自動 車 部 品 溶接 作業 の 近 傍 で 綿 製 マ ス

ク着用 の みで 自動 車部 品 の 組 み立 て作 業 を 行 っ た 後 より咳 楸 、 呼 吸 困難 、 発 熱 が 出現 し た。

胸 部 にｎｎｅ ｃｒａｃｋｌｅｓ を聴 取。白血 球7400/ ｍ㎡(好 酸 球6.9 ％) 、ＣＲＰ３.１ｍｇ/d れlgE 650.01U/ 浸 、

ＲＡＳＴ: ダニ1 、ＨＤ１、 ス ギ、 ヒ ノキで 陽性 、ＰａＣ０
２ 
３３.９ Ｔｏｒｒ、Pa02 64. ５ Ｔｏｒｒ。 胸 部 Ｘ 線･

胸 部 ＣＴ 上 多 発 ＧＧＯ ・ 線 状 影 を 認 め た。ＢＡＬ 好 酸 球8.2 ％、ＴＢＬＢ に て 胞 隔 へ の 好 酸 球 浸

潤 を認 め た。 PSL30 mg 7 日間内 服 にて 軽快 し た。

(症 例2)65 歳 、 男 性 。 マ ス ク を 着 用 せ ず 亜 鉛 メ ッ キ 鋼 材 の 溶 接 業 に 従 事 し た 後 よ り 呼 吸

困 難 が 出 現 し た。 胸 部 にnne c ｒackles を 聴 取 。 白 血 球8900/ ｄ 、ＣＲＰ ６.３ｍｇ/ 混 、ＫＬ-6

1080U/ 耐、ＰａＣ０
２ 
４７Ｊ７Ｔｏｒｒ、Pa02 62. ０Ｔｏｒｒ． 胸 部 Ｘ 線 ・胸 部 ＣＴ 上多 発 斑状 ～浸 潤 影 を認

め た。 ＢＡＬ リ ンパ 球10.0 ％、ＣＤ４/CD8 0.17 、ＶＡＴＳに て器 質 化 肺炎 、胞 隔 炎 を認 め ＯＰ パ タ ー

ンで あっ た。 ス テ ロ イ ドパ ル ス療 法 ・PSL40 曙 か ら の 後 療 法 を 行 い 軽快 し、 以 後 ＰＳＬ 漸 減

し ６週 間で ＰＳＬ 中止 し た。

(考 察) 症 例 １ は ア トピ ー素 因 を有 し てお り、 亜 鉛 ヒ ュ ー ム の 曝 露状 況 が 間接 的 で ＡＥＰ 類

似 の臨床 像 で あっ た の に対 し て、 症例 ２はア ト ピ ー素 因 が な く亜 鉛ヒ ュ ー ム の 曝 露状 況 が 直

接 的 で あ り、ＯＰ パ タ ー ンを示 し 、 ス テロ イド投 与 期 間 も症 例 １ よ り長 期 間で あ っ た。 宿 主

素因 や 曝露状 況 に よって 亜 鉛ヒ ュ ー ムに よる 急性 肺 障 害 の 臨床 像 が 異 な る可 能 性 が推 定 さ れ

る。
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[÷瞬 舞ﾃ縦]

肺内 吸入 金属 と炎症 性蛋 白発 現に 関す るln-aiｒ ｍｉｃｒｏ-ＰＩＸＥ を用い た解 析

○松崎　晋一1)、清水　泰生2)、土橋　邦生3)、長嶺

佐藤　隆博６)、大久保　猛６)、芳賀　潤二7)、石井

荒川　和夫６)、石塚　　全1)、森　　昌朋1)

竹明4)、及川

保行6)、神谷

1)群馬大学大学院病態制御内科学呼吸器・アレルギー内科

2)上武呼吸器科内科病院

3)群馬大学医学部保健学科

4)群馬大学医学部保健学科21 世紀ＣＯＥプログラム

5)独立行政法人放射線医学総合研究所

6)日本原子力研究開発機構

7)株式会社神戸製鋼所

将 －5 ）

富 裕6 ）

【背景】ln-air ｍｉｃrｏ-PIXE はイオンビ ームを試料に照射して得られる元素固有の特性 Ｘ 線

を解析するこ とで、試料中の元 素の種類 と２次元分布を特 定できる分析法である。我 々は

この方法を用い てアスベ スト吸 入歴のある人のわずかな肺組織試料において元素の二次元分

布 画像の取得に成功し、 ケイ素、鉄、マグネシウムの分布からはアスベ スト繊維の位置・形

態お よび元 素成分比からアスベ スト の種類が同定で きた。【目的】アスベ ストによる人体へ

の影響についてマ グネシウムや鉄といった金属の存在が癌化や線維化に影響を与えている可

能性 があ り、今 回我々はln-aiｒ micrｏ-ＰＩＸＥ 分析法を用い て肺内へ吸入された金属元素の種

類 を肺組織 切片中で２次元的に特 定し、炎症性蛋白の発現 との関連について検討した。【方

法】 アスベ スト吸入歴があ り肺癌 を合 併した患者の手術肺組織の癌以外の部位に３ＭｅＶ の

プ ロト ンイオンビ ームを照射しln-aiｒ ｍｉｃｒｏ-ＰＩＸＥ 解析を行い、Ｆａs、CD163 で同部位を免

疫染 色し たものと比較検討 を行った。【結果】 アスベ ストの分布 とほぼ一致してＦａsおよび

CD163 の発現が認められた。【考察】 アスベストの組織障害においてＦａs、CD163 が関与す

るこ とが示唆 された。
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珪肺症例の制御性Ｔ 細胞のCD95 媒介アポト ーシスに対する高感受性

○大槻

浦上

剛巳大 林　　宏明1)、前田　　恵1)、熊谷　直子1)、草加　勝康２)

更三3)、西村　泰光1)

白II崎医科大学衛生学

2)草加病院

3)浦上医院

珪肺症例では呼吸器病変のみならず免疫 異常 （Ｃａｐｌａｎ 症候群として周知の慢性 関節リウ

マチや強皮症、ＡＮＣＡ 関連腎疾患 など）の合併が多い。これまで にin ｖitｒｏで珪酸 （Silica:

S102） の分離末梢血新鮮 Ｔ 細胞の活性化、珪肺症例の制御性 Ｔ 細胞分團（ＣＤｔ25- ）の反

応性 Ｔ 細胞の増殖抑制機能 の減弱を報告して きた。今回、 健常 人と珪肺 症例 の末梢血制御

性 Ｔ 細胞 （CD4 下ｏｘP3丿 におけ るCD95 （Ｆａs）分子発現 とＦａs媒介 アポトー シスへ の感

受性を検討し、珪肺症末梢血ＣＤｔ25 分゙画の制御性Ｔ細胞機能の減弱の発現機序の検討した。

ＣＤ４乍ｏｘＰｙ 分團のＦａs発現 は珪肺症 例で有 意に高発現で、 その結果Ｆａs刺激性抗体 での

Ｆａs媒介アポト ーシスの誘導でも珪肺症例より分離した制御性 Ｔ 細胞（ＣＤ４惣ダ 分画の細胞）

は健常人 よりも早期 から有 意に Ａｎｎｅｘin-Ｖ 法で検出さ れる アポトーシスが増加 してい た。

またＰＤ-1 遺伝子をＴ 細胞 の活性化の指標 とすると、健常人で はＣＤｔ’2ダ あるいは ＣＤｔ’25’

分團共に希少な発現で、珪肺症例では両分團で発現の充 進を認めた。更にin ｖitｒｏで健常人

新鮮末梢血由来ＣＤｔ25 分゙画細胞 をSilica と共培養するとＦｏｘP3 分゙画の減少 を認めた。そ

の結果、珪肺症例末梢制制御性 Ｔ 細胞相当分圓 （ＣＤｔ’25勺 の制御性 Ｔ 細胞機能 の抑 制に

は、珪酸 の慢性曝露に伴う ＣＤｔ25 べの活性化 反応性 Ｔ 細胞（ＣＤｔ’25゙ を表 出する） の混

入と、制御性Ｔ細胞（ＣＤ４乍ｏｘP3丿 の珪酸の慢性曝露による活性化 によってＦａs媒介 アポトー

シスへの感受性が高 まり喪失傾向に至ることが相侯って、ＣＤ４゙ 25゙ 分 画の中の真の制御性 Ｔ

細胞細胞の減弱が想定され、将来的な自己抗原への反応性 の充進と継続を促してい るこ とが

想定されたｏ
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｢二祀 面 ‾晰

トリブチルスズ経胎盤・経母乳曝露によるFI ラット６週令時の

胸腺リンパ球サブセットの変化

○角田　正史1)、池内龍太郎1)、峡戸

工藤雄一朗1)、林　　宏一３)、小坂

相渾　好治1)

1)北里大学医学部衛生学公衆衛生学

2)順天堂大学医学部衛生学

3)残留農薬研究所

4)青山学院大学理工学部生命科学科

孝也1) 、細川 まゆ子1. 2〕、菅谷ちえ美1)

忠司3 〕、竹内　 裕紀4)、田代　 朋子4)

【 目 的 】 免 疫 毒 性 物 質 と し て 知 ら れ る ト リ ブ チ ル ス ズ （Ｔ ＢＴ ） の 毒 性 は 、 二 世 代 曝 露 に よ り

F1 ラ ッ ト に よ り 強 く 現 れ る こ と が 示 唆 さ れ て い る 。 今 回 の 研 究 で は 、 Ｔ ＢＴ に 経 胎 盤 ・ 経 母

乳 曝 露 さ れ た ラ ッ ト の 影 響 が 、 ど の 程 度 持 続 す る の か 、 通 常 餌 に 切 り 替 え て 飼 育 し た 後 、 胸

腺 リ ン パ 球 サ ブ セ ッ ト を 指 標 に 検 討 し た 。

【 方 法 】 初 回 妊 娠 し たWist ａｒ ラ ッ ト に Ｔ ＢＴ ｃｈｌｏｒide を Ｏ ま た は125ppm 含 む 餌 を 自 由 に 摂

取 さ せ た 。 出 産 後 、 生 ま れ たF1 ラ ッ ト を 離 乳 期 の ３ 週 目 ま で 母 ラ ッ ト と 同 じ ゲ ー ジ で 飼 育

し た 。 離 乳 後 、メ ス の ラ ッ ト を 通 常 の 餌 に 切 り 替 え ６ 週 ま で 飼 育 し た 。６ 週 時 点 で 体 重 測 定 後 、

胸 腺 を 摘 出 し 、 ス テ ン レ ス メ ッ シ ュ を 用 い て 細 胞 懸 濁 液 を 得 た 。 リ ン パ 球 を 計 測 後 、 蛍 光 標

識 抗 ラ ッ ト 抗 体 、 ＦＩＴ Ｃ ｃｏｎｊｕｇａtｅｄ Ｍ ｏｕsｅ Ａ ｎti-ｒａt ＣＤ ３ （Ｃｌｏｎｅ ； G4.18 ）、 ＰＥ ｃｏｎｊｕｇａtｅｄ

Ｍ ｏｕs ｅ Ａ ｎti-rａt Ｃ Ｄ ８ａ （Ｃｌｏｎｅ; Ｏ Ｘ-8 ）お よ び ＰＥ-Ｃｙ ５ ｃｏｎｊｕｇａtｅｄ Ｍ ｏｕs ｅ Ａ ｎti-ｒａt ＣＤ ４ （Ｃｌｏｎｅ

ＯＸ ３５） を 用 い て 、 染 色 を 行 い Ｆ Ａ ＣＳＣａｌｉｂｕｒ を 用 い て リ ン パ 球 サ ブ セ ッ ト 解 析 を 実 施 し た 。

未 成 熟 胸 腺 細 胞 集 団 （ＣＤ ３１ｎt ＋ ； 弱 陽 性 ） の ダ ブ ル ネ ガ テ ィ ブ 細 胞 （Ｄ Ｎ ； ＣＤ ４-Ｃ Ｄ８-） お よ

び ダ ブ ル ポ ジ テ ィ ブ 細 胞 （Ｄ Ｐ; Ｃ Ｄ ４＋ＣＤ ８＋ ） 集 団 に つ い て 、 ま た 成 熟 胸 腺 細 胞 集 団 （ＣＤ ３＋ ）

の ヘ ル パ ー Ｔ 細 胞 （Ｃ Ｄ ４＋Ｃ Ｄ ８-） お よ び 細 胞 傷 害 性 Ｔ 細 胞 （Ｃ Ｄ ４-ＣＤ ８十） 集 団 に つ い て 解

析 し た 。

【 結 果 】 ６ 週 令 時 の 体 重 は Ｔ Ｂ Ｔ 曝 露 群 の 平 均 値 が 対 照 群 に 比 べ て 有 意 に 低 か っ た 。 胸 腺 重 量

に つ い て も Ｔ ＢＴ 群 で 有 意 に 低 か っ た が 、 相 対 胸 腺 重 量 に 関 し て は 両 群 に 有 意 差 は な か っ た 。

未 成 熟 胸 腺 細 胞 の Ｄ Ｎ が Ｔ Ｂ Ｔ 群 で 対 照 群 よ り 有 意 に 低 く 、 成 熟 胸 腺 細 胞 で は 細 胞 障 害 性 Ｔ

細 胞 が Ｔ Ｂ Ｔ 群 で 対 照 群 よ り 有 意 に 低 か っ た 。

【 考 察 】 Ｔ ＢＴ の 経 胎 盤 ・ 経 母 乳 曝 露 に よ り 、 通 常 餌 に 切 り 替 え た 後 も 成 長 抑 制 は 持 続 し 、 リ

ン パ 球 サ ブ セ ッ ト の 変 化 も 残 る こ と が 示 唆 さ れ た 。
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日本職業・環境アレルギー学会の歴史

職業アレルギー研究会

回　数 年　度 会　長 開催地

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第10 回

第Ｈ 回

第12 回

第13 回

第14 回

第15 回

第16 回

第17 回

第18 回

第19 回

第20 回

第21 回

第22 回

第23 回

1970（昭和45 年）

1971（昭和46 年）

1972（昭和47 年）

1973（昭和48 年）

1974（昭和49 年）

1975（昭和50 年）

1976（昭和51 年）

1977（昭和52 年）

1978（昭和53 年）

1979（昭和54 年）

1980（昭和55 年）

1981（昭和56 年）

1982（昭和57 年）

1983（昭和58 年）

1984（昭和59 年）

1985（昭和60 年）

1986（昭和61 年）

1987（昭和62 年）

1988（昭和63 年）

1989（平成 元 年）

1990（平成 ２ 年）

1991（平成 ３年）

1992（平成 ４ 年）

七条小次郎

光井庄太郎

宮地　一馬

西本　幸男

石崎　　達

奥田　　稔

小林　節雄

塩田　憲三

長野　　準

島　　正吾

赤坂喜三郎

信太　隆夫

中村　　晋

中島　重徳

宮元　昭正

城　　智彦

牧野　荘平

中川　俊二

笛木　隆三

可部順三郎

石川　　眸

佐竹　辰夫

木村　郁郎

群馬県水上町

盛岡市

三重県賢島

広島市

栃木県藤原町

和歌山市

群馬県草津町

宝塚市

長崎市

犬山市

福島市

箱根市

別府市

奈良市

東京都

広島市

栃木県塩原町

神戸市

群馬県水上町

東京都

熊本県阿蘇町

浜松市

岡山市
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日本職業アレルギー学会

回　数 年　度 会　長 開催地

第１回（24）

第２回（25）

第３回（26）

第４回（27）

第５回（28）

第６回（29）

第７回（30）

第８回（31）

第９回（32）

1993（平成 ５年）

1994（平成 ６年）

1995（平成 ７年）

1996（平成 ８年）

1997（平成 ９年）

1998（平成10 年）

1999（平成11 年）

2000（平成12 年）

2001（平成13 年）

中洋　次夫

末次　　勤

伊藤　幸治

森本　兼躾

松下　敏夫

早川　律子

泉　　孝英

員野　健次

宇佐神　篤

前橋市

名古屋市

東京都

吹田市

鹿児島市

名古屋市

京都市

東京都

浜松市

日本職業・環境アレルギー学会

回　数 年　度 会　長 開催地

第33 回

第34 回

第35 回

第36 回

第37 回

第38 回

第39 回

第40 回

第41 回

第42 回

2002（平成14 年）

2003（平成15 年）

2004（平成16 年）

2005（平成17 年）

2006（平成18 年）

2007（平成19 年）

2008（平成20 年）

2009（平成21 年）

2010（平成22 年）

2011（平成23 年）

池洋　善郎

福田　　健

日下　幸則

高木　健三

浅井　貞宏

上田　　厚

須甲　松伸

杉浦真理子

土橋　邦生

内藤　健晴

横浜市

宇都宮市

福井市

名古屋市

佐世保市

熊本市

東京都

名古屋市

高崎市

名古屋市( 予定)
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■ 次回ご案内 ■

第42 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会開催予定

会　期:2011 年（平成23 年）６月３日（金）・４日（土）

会　場：名古屋国際会議場（名古屋市熱田区熱田西町1 －1）

ＴＥＬ : 052-683－7711　FAX : 052-683-7777

会　長：内藤　健晴（藤田保健衛生大学医学部耳鼻咽喉科）

連絡先: 〒470-1192　 愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪1 －98

藤田保健衛生大学医学部耳鼻咽喉科

ＴＥＬ : 0562-93-9291　FAX : 0562-95-0566

★ 日本職業・環境アレルギー学会事務局 ★

群馬大学医学部保健学科内

〒371-8514　前橋市昭和町3-39- １５

ＴＥＬ/ＦＡＸ : 027-220-8944

URL　httｐ://ｏｅａ.ｕｍｉｎ.jp/
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■ 謝　辞 ■

第41 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会及び第57 回日本産業衛生学会

アレルギー･ 免疫毒性研究会合同大会開催にあたり、下記企業からご支援を賜りました

ことを厚く御礼申し上げます。

合同大会　会長　土橋　邦生

アステラス製薬株式会社

アストラゼネカ株式会社

大塚製薬株式会社

小野薬品工業株式会社

杏林製薬株式会社

グラスソ・スミスクライン株式会社

サノフィ・アベンティス株式会社

第一三共株式会社

大日本住友製薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社

帝人ファーマ株式会社

万有製薬株式会社

ファイザー株式会社
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